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総監 修 

岡田 要 日 本 学士 院 会 員 

末廣 恭 雄 東京 大 学名 誉 教授 
古川 晴男 前 東京 学芸 大 学 教授 
宮地 伝 三郎 京都 大 学名 誉 教授 
山 階 芳 磨 山 階 島 類 研究 所 理事 長 
編集 委員 

回 部 宗 明 農林 省 東海 区 水産 研究 所 技官 
上 野 俊一 国立 科学 博物 館 研究 官 
浦 本 昌紀 山 階 鳥 類 研究 所 貞 
小原 。 秀雄 女子 栄養 大 学 教授 
日 高 敏隆 東京 農工 大 学 教授 


堀越 増 興 東京 大 学 総合 研究 資料 館 助教 授 


読者 の みな さま へ 


こん な 動物 が 登場 し ます 動物 を 機械 的 
に 五 十 音 順に 並べ た も の で は あり ませ ん 。 系 
統 だ っ た 分 類 に 従っ て .、 われ われ の 親しみ や 
すい サル 類 か ら 始 め , 次 の 順序 と 冊数 で お 届 
けし て いま す 。 概説 (2 ), 貴 乳 類 (62), 鳥類 
(64), 得 虫 ・ 両 生類 (16), 魚類 (16), 軟 体 動 
物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 腔 腸 動物 な どの 無 硝 椎 
動物 (32 )。《1ー 64 号 の 内 容 は 表 3 参照 》 

総 目次 と 総 案 引か が つき ます 見 て , 読ん 
で , 楽し む “百科” と し て だ け で は な く , 引 
いて 調べ る 事典" と し て の 機能 を 完全 に す 
る た め 、16 冊 ご と に その 総 目 状 を つけ , また 
最終 192 号 に は 詳細 な 総 索 を つけ ます 。 こ 
の 両者 に よっ て , 動物 界 の 構成 が ひと 目 で 理 
解 で き , 調べ た い 動物 が すぐ 引き だ せま す 。 
『 私 た ちの 仲間 」 の ベ ページ カラ ー ペ ー ジ 
を より 理解 し や すい も の に する た め , 日 本 の 
第 一 線 動 物 学者 の 執筆 に よる 解説 や 注 が あり 
ます 。 また 動物 週刊 誌 ” と し て , 動物 界 の 
ニュ ー ス や 話題 . 楽し い 読物 , 実用 記事 な ど 
を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て くだ さい 全 192 冊 
を , 発行 順に 16 冊 ずつ , 美しい ファ イル ( 販 
売 中 ・ 定 価 600 円 ) に .。 と じ こ ん で くだ さい 。 
堅 年 で 豪華 な , 全 12 巻 の “動物 吾 科 事典 ” が 
そろ いま す 。 途中 か ら 購 読 さ れ た か た は , ぜ 
ひ 第 1 号 か ら お そろ え く だ さい 。 バッ ク ナ ン 
バー の お 求め は , この ペー ジ 右 欄 『 本 誌 の 購 
読 に つい て 』 を ご らん くだ さい 。 
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凡例 

本 文中 〔 〕 を 使っ た も の は ., 日 本 版 の た め に 付 
加 し た 説明 で ある 。 

くわ し ひい 注釈 が 必要 な も の に は . その 語 の あと に 











〔 注 1 〕 と 番号 を 入れ ,『 私 た ちの 仲間 』 第 27 ペー 

ジ に , 同 番号 で 記載 し た 。 

口 動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 
いる 外来 語 を 含む ), 学 名 (イタ リッ ク ) の 順 で 表 
記し た 。 

和 名 の 多い も の に つい て は , 併記 し た も の も ある 
が , 専門 家 と 相談 の うえ 編集 部 で 決定 し た 。 

和 名 の な いも の は , 英名 また は 仏 名 を カナ 書き で 
入れ , 原語 (ロー マン ) を 付記 し た 。 

口 人 名 , 地名 は , 本 人 また は , 現地 読み を 原則 と し 

た が , 慣用 の 固定 し て いる も の は それ に 従っ た 。 








カラ ー ペ ー ジ 














樹 踊 目 
ウマ 科 ウマ 属 ウマ (つづ き ) 
家 ウ マ の 種類 
純血 種 アラ ブ 、 バル ブ , サラ ブレ ッ ド 
アン グロ アラ ブ 
半 血 種 
乗馬 ハン ター, ハク ニー, トロ ッ タ ー 


]』 ブ , アン ダル シア ン 
較 馬 ペル シュ ロン , ブー ロン ネ 
アル デン ナー, ノー ル 団 馬 オス ア 
ヨン ドン 。 ラル ドン シャ イヤ ー 
ポ ワ ト ゥ , ポニ ー, カマ ル グ 馬 
ピレネー 馬 。 ムスタング 
日 本 の 在 玉 馬 、 チ ャ ド 馬 


雑種 





私 た ちの 仲間 


日 本 喝 を 駆け た ^ 馬 
在 来 種 の 現状 と その 源流 


林田 重 壮 3 








カラ ー ペ ー ジ 解説 ・ 注 
日 本 の 種馬 所 と 種馬 牧場 
ウマ の 進化 
ウマ の 生 涯 


野村 普 





1 人 の イノ シシ に 
グマ と 2 和信 の イア アジ S8 


熊 (くま ) 
山路 で の で あい 2 


串田 孫 一 





飼育 自慢 7 
キバ ノロ < 多摩 動物 公園 > 
ペッ ト 相 談 室 ・ 仲 間 の ひろ ば ・ 婁 表紙 説明 


本 誌 の 購読 に つい て 

本 誌 は , 全国 の 書店 , 朝日 新聞 販売 店 で 取り 扱っ 
て お り ま す 。 

毎週 定期 的 に , 配達 を ご 希望 され る か た は , お 近 
く の , 取扱 店 に お 申込 み 下 さい 。 

な お , 本 社 直接 購入 の ご 希望 は , 下記 あて お 申込 
み を 願い ます 。 送料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 
朝日 新聞 東京 本 社 出 版 業 務 部 

東京 都 二 代田 区 有楽 町 2 一 3 〒100 TEL 03 一 212 一 0131 
朝日 新聞 大 阪本 社 出版 業務 部 

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 一 3 〒530 TEL 06 一 231 一 0131 
朝 日 新聞 西部 本 社 販売 部 出版 業務 課 

北九州 市 小倉 区 砂津 1 一 12 一 1 〒802 TEL 093 一 53 一 1131 
朝日 新聞 名 古屋 本 社 販売 部 出版 業務 係 

名 古屋 市 中 区 栄 キ ー3 一 3 和 〒460 TELO52 一 231 一 8131 








私 た ちの 仲間 
乗馬 歴 木下 順 二 
暗く 明る い 夜 畑 正憲 
内宮 と る 人 人 の イア アジ タ シ 839 
兎 を 追う 騙 串田 孫 一 
山路 で の で あい 3 
ウマ の 毛色 と その 遺伝 因子 ほか 野村 晋一 
カラ ー ペ ベー ジ 解 説 . 
飼育 自慢 8 
タイ ラ < 愛媛 県 立 道後 動物 園 > 
ミノ ー ク ボ い ヽ に - 了 
の 9 G5 プ フラ 





⑥ 1971 ASAHI SHIMBUN, Tokyo, pour la langue japonaise・ Librairie LAROUSSE、 Paris・RIZZOLI EDITORE, Milan. 








日 本 更 を 駆け た “上 馬 / 


ー 一 在 来 種 の 現状 と その 源流 一 一 


ウマ が 民族 の 移動 や 文化 の 交流 に 果 た 
し た 影響 は きわ め て 大 きく 、 世 界 歴 史 の 
変遷 と 文化 の 進展 は 、 ウマ の 背 と 肢 に よ 
っ て な され た と いっ て る 過言 で は な い 
マ ホ メ ッ ト が 「 天 国 と は 、 コー ラン と 美 
人 の 胸 と 馬の背 に あり 」 と いっ て ウマ を 
た いせ つ に させ た の は 、 布教 の た め ウ マ 
の 機動 力 を 必要 と し た た めで ある 。 ま 
た 、 成 吉 思 汗 (ジン ギ ス カン ) か が 西方 に 
勢力 を の ば し た の は 、 騎馬 民 族 と し て も 
っ て いた ウマ の 力 で あり 、 ナポレオン が 
モス クワ に 進撃 し て 冬将軍 に 敗れ た の 
も 、 ウ マ の 力 を 過信 し た た めで も あっ た 。 

日 本 に お いて も , 歴史 に 登場 し た ウマ 
の 活躍 は めざまし い 。 源平 の 戦い で の 平 
氏 の 減 亡 も 、 騎馬 に 巧み な 関東 武 上 の 精 
憶 さ の 勝利 で あり 、 東 訂 道 盾 三次 を は 
じ め と する 諸 街 作 の 宿場 の 役 は ウマ の 
背 で あり , 肢 で あっ た 。 また 浅野 内 中 頭 
の 自刃 を いち は や く 赤穂 へ 伝え た 早 二 の 
力 な ど 、 これ まで の 日 本 の 農耕 の 発達 、 
軍事 、 運 輸 は も っ ぱら ウマ の 力 で あっ た 
わけ だ 

と ころ が 、 農 機具 の 機械 化 、 自 動車 や 
トラ ッ ク の 発達 は ウマ を まっ た く 過 去 の 
も る の に し て し まっ た 。10 数 年 前 に は 、 田 
畑 を 耕す ウマ の 姿 、 馬 車 を 引く ウマ の の 
どか さ が 見 られ た も の で ある が 、 今 で は 
すっ か り そ の 姿 を 消し 、 今日 の 青少年 に 
は 、 ウマ と いえ ば 競走 馬 し か 脳 神 に 洲 か 
ん で こない だ ろう 

そこ で 日 本 民族 の 友 と し て 、 その 歴史 


青銅 貯 具 容 器 上 の 飾り (上 ) 
青銅 洗 形 貯 具 容 器 の 装飾 に ある 馬 ( 右 ) 


| | 





雲南 省 晋 憲 石 寒 山 古 墓 の も の 


に 血 の つ な が り を も つ , 愛す べき 日 本 固 
有 の ウマ の 歴史 を さか の ぼっ て みた い 。 


古文 書 に は 「 馬 な し 」 と ある が 


3 世紀 の 末 、 漢 の 人 が 朝鮮 対馬 、 
音 岐 を 通っ て 北九州 の 未 席 国 (佐賀 県 松 
浦 ) に 上 陸 し 、 も の 珍し そう に 北九州 の 
辺 を 歩き まわ っ て , 見 聞 し た こと を 報告 
し て いる 。 こ れ が いわ ゆる 『 氏 志 舗 人 
侯 』 で あっ て 、 わ が 国 の 最 古 の 状態 を 書 
き 記 し た 買 重 な 文献 で ある 。 こ の 書 に , 
佑 に は 「 生 馬上 席 釣 半 画 な し 」 と 書い て 
ある 。 当時 の 中 国 は 、 漢 、 三 国 と 続く 時 
代 で あっ て , すでに 生 馬 半 豚 犬 夫 の 6 畜 
を そなえ て いた 時 代 で ある 。 中 国人 の 目 
に は 本 国 や 朝鮮 と 違っ て 、 日 本 (それ も 
九州 の 一 部 で あろ う が ) に は , 牛馬 羊 の 
容 畜 、 虎 前 の よう な 括 有 高 調 用 と い 
われ る 肖 唱 が も られ な か っ た の で ある 。 

し か し , は た し て 「 馬 」 が いな か っ た 
の で あろ うか 、。 

明治 以来 、 考 古 学 の 発達 に よっ て , わ 
が 国 古 代 の 様相 が し だ い に 明 ら か に な り 


人 
田 の 高倉 具 塚 か ら 、 ウマ の 中 手 骨 が 出 て 


ミ 3 ん お oN25 
こま れ て あっ た 。 鳥居 龍 蔵 博士 は 「 当 時 
朝鮮 あたり か ら 連 れ て きた も の で 、 沈 
彫 が ある の は 、 何 か 呪 術 的 な 意味 が あ 


る の だ ろう 」 と 述べ た 次 いで 1920 (大 
正 9) 年 、 長 谷 部 言 人 博士 ら が 縄 文中 


跡 で ある 鹿児島 県 出水 具 塚 を 発掘 し 、 ウ 





雲南 省 博物 館 編 


” あり 」、 と 





『 得 寧 石 案 山 古 墓 群 :1956 より 


林田 重幸 


日 本 石器 時 代 に 馬 
告 し た の で ある 

世紀 前 200 年 か ら 世 紀 後 200 年 の 時 代 
と され る 弥生 時 代 に 、 次 いで 世紀 前 200 
年 以前 と 考え られ る 縄文 時 代 の 貝塚 か 
ら 、 ウマ の 遺物 が 出 て きた の で ある か 
ら 、『 現 志 修 人 伝 』 に ウマ が な いと する 
の は 誤り で ,、 ウマ が いて も その 数 が 少な 

く 、 漢 貫 の 人 の 目 に と ま ら な か っ た の で 
あろ う 策 紫 平野 の 遠賀 川 流域 の 弥生 遺 
跡 に も ゃ ウマ の 骨 が 出 て いる か ら , 3 世紀 
の 北九州 に ウマ が いた の は 事実 で ある 

わが 国 の も っ と も 占い ウマ の 化石 と し 
て 、 岐 阜 県 可児 郡 平 牧村 の 第 三 紀 中 新 世 
地層 か ら 出 土 し た も の は 、 松本 彦 七郎 博 
- が アン キテ リッ ウム (4zc が 7 が ezzz7 ) に 
該当 する と いい 、 ま た 、 長野 県 北 安 洛 
美麻 村 の 第 三 紀 鮮 新 世 地 層 か ら 出 た ウマ 
の 化石 に つい て 模 山 次 郎 博 上 は , 小形 で 
3 中 を も ち 、 その 白 歯 る 進化 し て いな い 

プリ オ ヒ ッ プス の 量 種 (zo の ゞ の -) 
で ある と し て いる 

三貴 馬 と は 、 3 本 の 指 を も つ ウ マ の こ 
と で ある 。 現在 の ウマ は 1 貴 、 つ まり わ 
れ わ れ の 手足 で いう 中 指 だ けが 残っ て い 
る の で ある が , 遠い ウマ の 祖先 は 5 本 の 
指 を も っ て いた 。 第 三 紀 始 新 世 ( 約 5000 
万 年 前 ) に 4 指 を も る つも の が 、 北 アメ リ 
カ に エ オ ヒッ プス (pps) と し て 現 
われ 、, その 後 、 中 新 世 ・ 鮮 新 世 (2800 万 
年 前 か ら 150 万 年 前 ) に は 3 指 (つま り 
三 時 馬 ) を も っ て いた の で ある 。 こ の こ 


マ の 歯 と 骨 を 得 て , 
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ろ , アメ リカ 大 陸 と アジ ア 大 陸 は 陸続き 


で あっ た か ら 、, 三貴 馬 が ベー リン グ 地 峡 
を 通っ て アジ ア 大 陸 に きた と 考え られ て 
いる 。 


この 化石 時 代 に は , 日 本 列島 も 大 陸 と 
陸続き で あっ た か ら 、 日 本 に も この 三江 
馬 が 存在 し た と いう こと る 合 定 で き な い 
が 、 い ずれ に し て も この ウマ は , や が て 
絶 江 し て し まっ た も の で ある 。 

現在 の 在 来 馬 の 祖先 は 、 洪 積 世 の ころ 
(50 万 100 万 年 前 )、 中 央 アジ ア の あ た 
り に 残っ て いた 野生 馬 か ら 出 発する と 考 
えら れ て いる も の で 、 化石 馬 の 絶 滅 以 
後 、 縄 文 時 代 の 日 本 は 野生 馬 が 存在 し う 
る 環境 で は な か っ た こと か ら 、 貝塚 出土 
の ウマ は 、 東 アジ ア の どこ か ら か 運ば れ 
て きた ウマ に 由来 する も の と 考え る べき 
で あろ う 

そこ で 、 日 本 在 来 馬 が 現在 どの よう な 
姿 で 存在 し て いる か を 紹介 する と と も に 
そこ か ら 逆 に , 日 本 の ウマ の 歴史 を 、 源 流 
に 向かっ て さか の ぼっ て みよ うと 思う 


日 本 固有 の 在 来 馬 の 現 況 


明治 年 間 、 西 欧文 化 の 流入 と と も に , 
産業 上 、 軍事 上 の 必要 か ら , 日 本 在 来 馬 


の 改良 が 叫ば れ 、 と くに 日 釧 戦 争 後 、 政 
府 が 積極 的 に 西欧 馬 種 に よる 改良 を 進め 
た 結果 、1935 (昭和 10) 年 ご ろ に は , 日 
本 の 総 馬 数 150 万 は 、 ほ と ん ど 全 部 雑種 
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私 た ちの 仲間 





日 本 馬 源 流 想定 図 
前 漢 武帝 時 代 (B. C. 100 ) ア ジア 形勢 図 を も と に し て 


① 小 形 馬 の ルー ト 
② 中 形 馬 の ルー ト 
X 果 下 馬 の 分 布 


に な っ て し まっ た 。 た だ 特殊 な 地域 の ウ 
マ だ けが むか し な が ら の 姿 を と ど と め , 絶 
滅 寸前 で は ある が 保護 され 現在 に いた っ 
て いる 

都井 の 御崎 馬 一 富 央 県 日 南 海岸 の 最 
南端 、 郡 井 岬 に 衝 生 状 ) 忠 で 約 50 頭 が 放牧 
され て いる これ は 元禄 年 間 以 降 、 秋月 
藩 の 牧場 で あっ た の が , その 当時 の ウマ 
の 姿 で 保護 され , 現在 、 国 の 文化 時 と し 
て 天然 記念 物 に 指定 され て いる 

is 
て 、 徳川 時 代 の 宿 昌 の ウマ の 供給 地 で あ 
っ た 。 現在 長野 県 の 御 二 山林 の 開田 村 に 
50 頭 内 外 残 っ て いる が 、 純 粋 な る の は き 
わ め て 少な い 


0 
Re 人 と 42202 
と くむ 道 南 (渡島 , 檜山 地区 ) に 多く 


約 350 頭 と いわ れ て いる 北海 道 に は も 
と も と ウマ が いな か っ た の で , 幕末 以降 
に 東北 地方 の 南部 馬 が 導入 され , この 地 
の 風土 に あっ た ウマ に な っ た の で ある 
4 必 和 0 が 9 BS ト さ は な い 
、 体 質 稀 健 、 股 踏 沿 年 、 相 飼 に 耐え 、 
まえ が み 、 た て が み が 多 く 、 顔面 や 四肢 
の 下端 の 白 徴 (白い も ) が な い の が 特徴 
で 、 そ の 体高 ( 肩 の 上 端 か ら 地面 まで ) 
が 124 … 140 セン チ 、 平均 132 セン チ で 
ある 。 この よう な ウマ が 徳川 時 代 の ウマ 
で あり , 源平 時 代 の 武 十 の ウマ で あっ た 
の で ある 
トカ ラ 馬 = 一 前 記 の 御崎 馬 、 木 曽 馬 、 





北海 道 和 種 な ど と 異な っ た , より 小形 の 
馬 が 九州 南西 海域 の 吐 只 喘 放 島 宝 己 に 現 


存 し て いる 。 ま っ た く の 鬼 鳥 で ある た め 
に 、 改良 も され な いで 、 純粋 の 形 で 残っ 
て いた 。 戦 前 100 頭 を 越え を た こと も あっ 
た が , 戦後 減少 し 、1952 (昭和 27) 年 当 
時 は 42 頭 を 数 を える に すぎ な か っ た 。 小形 
で は ある が 、 体質 頑健 、 股 詳 応 征 、 白 徴 
な く , 体高 108 ~ 122 セン チ 、 平均 115 
セン チ 、 体 重 190 キロ 内 外 で , 御崎 馬 , 
木曽 馬 の 約 3 分 の 2 の 体 量 で ある 。 こ の 
よう な 小形 な ウマ は , 幕末 に 上 佐 や 長崎 
県 の 五島 に も ちい た の で ある 
ここ で 一 応 、 御 崎 馬 木曽 馬 、 





北海 首 
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和 種 を 中 形 馬 、 ト カラ 司 を 小形 馬 と し て 
お こう ( 北 ヨ ー ロ ッ パ に み ら れ る よう な 
車種 系 の 大 形 の ウマ は , 日 本 に いな か っ 
た か ら ,、 中 形 、 小形 と し た )。 こ の 小形 
馬 が 日 本 の 先史 時 代 に 最初 に 出現 する ウ 
マ で ある か ら , 記憶 に と ど め て いた だ き 
た い 


遺跡 に みる 先史 時 代 の ウマ 


紗 方 の 遺跡 か ら 発掘 され る ウマ の 遺物 
は 、 一 般 に 歯 が 多 く , 骨 は 少な い 。 歯 が 
多い の は 目 に つき や すい こと と , 保存 さ 
れ や すい た めで あろ う 

筆者 は 諸 大 学 の 人 類 ・ 考 古 学 教室 に 保 
管 さ れ て いる 馬 骨 を 調べ た が 、 そ の 結果 
を まとめ る と 次 の よう に な る 

余 山 (千葉 県 銚子 ・ 縄文 )、 野 上 ( 栃 
木 県 縄文)、 平 出 (長野 県 ・ 旨 文 )、 払 
郷 (愛知 県 ・ 弥 生 ). 田 結 (長崎 県 中 
生 )。 ガ ラ カ ミュ 原の辻 (長崎 県 索 岐 ・ 
弥生 )、 出水 (鹿児島 ・ 縄 文 ) の ウマ の 
四肢 骨 は 小形 二 で あり 、 ま た 汽 居 (神奈 
川 ・ 弥 生 )、 平 井 (愛知 ・ 縄 文 )、 熱 田 
(愛知 ・ 弥 生 )、 田 端 (東京 ・ 弥 生 )、 美 


株 里 (朝鮮 ・ 金 石器 ) の ウィ は 中 形 馬 で 
ある 。 ま た 田 結 、 原 の 辻 の 馬 骨 の な か に 
中 形 の 中 間 的 な も の も ある 


は 、 小 形 ・ 








沈 彫 25 本 を 有する 熱田 只 塚 の ウマ の 骨 の 
大 き さ は 、 体 高 136 セン チ の 御崎 馬の骨 
と 一 致す る か ら 、 その 体高 は 136 セン チ 
前 後 で あっ て 、 現 存 の 在 来 馬 の うち で も 
大 きい 部 に は いる 。 ま た 先史 時 代 二 の 芝 
の 大 さ は 。 奏 古 馬 の よう に 太く は な い 

この よう に 、 先史 時 代 の ウマ も 、 小 
形 ・ 中 形 の 2 形 に 分 ける こと が で きる 
そし て 、 ウ マ が は じ め て 出現 する の は 縄 
文 後期 の ころ と 考え られ 、 縄文 ・ 弥 生 期 
を 通じ て 小形 馬 が 多い が 、 弥 生 期 に は い 
る と 中 形 軸 が 現われ る よう で ある 

トト 形 馬 の 出現 時 期 を 確認 する た め に 、 
1920 (大 正 9 ) 年 長谷 部 博士 が 、 は じ 
め て 「 石 器 時 代 に 二 あ り 」 と 報告 され た 
鹿児島 県 出水 具 塚 を 、1953 (昭和 28) 年 
に 東大 人 類 学 教室 と 発掘 し た こと が あ 
る 。 こ の 貝塚 は 縄文 早期 ・ 中 期 ・ 後 期 の 
上 器 を 含ん で いる が , 馬 歯 6 、 骨 1 は い 
ずれ も 、 後期 の 上 器 で ある 市 来 式 土 器 を 
OSK この 骨 
と 歯 は 、 い ずれ も トカ ラ 馬 ほど の 大 き さ 
の も の で あっ て 、 そ の 歯 は 12 蔵 、 9 
後 、25 歳 前 後 の 老齢 馬 の も の で あっ 
千葉 県 銚子 の 余 山 内 塚 二 は 前 記 の よう に 
小形 馬 で ある が ,、 ほとんど 完全 な 1 頭 分 
の 骨 が 、 上 内層 下 に 埋葬 され た 状態 で 出 ] 
し た こと は 、 発掘 に 当たっ た 野口 代 麻 氏 
の 証言 され た こと で ある 。 こ の ウマ の 
歯 は ほとん と ど 摩 滅 し つく され 、25 歳 前 後 
と 判定 され る 。 この 余 山 例 は 縄文 晩期 に 
属す る も の で ある 。 ま た 長野 県 平 出 遺 跡 
の ウマ も 小形 馬 で 、20 歳 前 後 と 判定 され 
る 

ウマ の な 命 は 30 歳 を 越す こと も ある 
が 、 ウマ の 20 歳 、25 歳 は 、 人 で いえ ば 70 
蔵 、80 歳 の 老齢 で ある 。 こ の よう に 、(⑪) 
訓 代 馬 が 一 般 に 老齢 で あり , (2) 只 塚 か ら 
は イノ シシ や シカ の 骨 が 多く 出る が 、 
れ ら の 骨 は 骨髄 まで 食用 に 供し た た め 
人 閣 的 破砕 が み ら れ る の に 、 馬 骨 は 破砕 
も る な くそ の まま 出 上 する 。(3) 余 山内 塚 の 


3 
で 





木曽 馬 御岳 山麓 開田 村 に て 





例 の よう に , 埋葬 され た 状 
の 3 点 か ら 。。 ウマ は 先史 時 代 人 に よ あ 
て , 家畜 と し て た いせ つ に 飼 わ れ て いた 
も の と 想像 され る 

故 長谷 部 博士 は 日 本 先史 時 代 馬 の 馬 骨 
を 計測 し 、「 日 本 石器 時 代 は 出水 ・ 田 結 
例 の 如き 小形 寺 と 平井 ・ 鴨 居 例 の 如き 
中 形 馬 の 2 種 が あっ た と し 、 こ の 小形 ・ 
中 形 の 相 契 の 系 統 関係 、 そ の 原産 地 、 
入 経路 等 考 究 す べき 問題 は 多々 ある 
ARESRPPPE、 と PR 
報 ぜ られ た が , この 小形 は トカ ラ 馬 ほど 
の も の で あり 、 中 形 が 御崎 ・ 木 曽 馬 ほど 
の も の で あっ た の で ある 

昭和 41 年 看 、 常 塚山 大学 堅田 直 教 授 ら 
に よっ て 、 生 駒 山 麓 の 日 ト 幅 跡 が 発掘 さ 
れ た と き , 5 世紀 後半 に 埋葬 され た と ぢ 
えら れる 、 後肢 の - 部 を 除い た ほとん ど 
完全 な 馬 骨 が 出 上 し た 。 筆者 は 一 応 , 
12 歳 前 後 の 雄 で 、 体 高 125 ~ 130 セン 
チ の 大 き さ で あろ う 」 と 判定 し て お いた 
が 、 そ の 後 、 比 較 材 料 を 入手 し て 調査 の 
千 果 、 体 高 133 セン チ 前 後 の も の で あっ 
た 。 こ れ は 家訓 馬 、 日 本 の 中 形 二 の 平均 
値 に 近い が 、 この ウマ の 四肢 骨 は 詩 古 馬 
より 細い 

ほとん ど と 完全 な この 馬 骨 は 、 当時 の ウ 
マ の 形態 を 知る うえ に きわ め て 重要 な 文 
化 財 と 考え られ る 

また 年 夏 、 浜 松 市 傍 場 遺跡 か ら 平 安 
時 代 に 属す る ウマ の 頭骨 と 後肢 骨 が 出 寺 
し た が , 雄 の 成 二 で 体高 115 セン チ の ト 
カラ 馬 の よ うな 小形 馬 で あっ た 


状態 で 出る 。 こ 


文献 に 残る 鎌倉 時 代 の ウマ 


昭和 28 年 東大 人 類 学 教室 が 、 新 田 菩 貞 
の 鎌倉 攻め (1333 年 ) お よび その 前 後 


の 戦闘 で 死没 し た と 考え られ る 人 骨 を 、 
鎌倉 市 材木 座 道 跡 で 発掘 し た 。 こ の 遺跡 


か ら は 多数 の 馬 骨 が 人 骨 と 入り 乱れ て 出 
上 し 、 こ の 馬 骨 を 調査 する 機会 に 恵まれ 
7 な 
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出 上 し た 128 本 の ウマ の 四肢 骨 を 材料 記載 され て いる が ,『 太 平 記 』 で は 文 勢 8 ュー 9 
に し て , 当時 の ウマ の 体高 を 推定 する ト 、 こ と さら に 誇大 記載 され て いる よう 中 世 鎌 倉 時 代 馬 の 推定 体高 こ 2 
と , 109 140 セン チ 、 平均 129.5 セン で ある , 鎌倉 時 代 馬 均 仁 1295 
チ で あっ て , 主体 は 先史 時 代 の 中 形 馬 , 以上 , 『 大 平 記 』 の 5 尺 3 寸 (160 セ OK 
PP さ で ある ンチ ) を 除く と , 4 尺 6 寸 (139.4 セン | 
、 先史 時 代 の 小形 馬 や , 小形 ・ 中 形 の チ )、 4 尺 7 寸 (142.4 セン チ ), 4 尺 8 
間 も の も あっ た ( 右 図 参 照 )。 こ 寸 (145 セン チ ) で あっ て , 名 将 の ウマ 
の ウマ は 当時 の 軍馬 で あっ た の だ か ら , で も 4 尺 8 す が 恨 度 で ある 。 
角 全 の ウマ の うち で も 大 ぎ な あの が 設 ば また 、 長 直孝 (一 帆 + 長 さ メ 100) | | 体高 164 106108110 112114 116 H8 120 122ri24 126 128 130 132 134 136 138 140 142m 
和音 - 般 馬 に は 小形 馬 0 diowFMetn si 人 人 ち 和 中 御崎 馬 和 ( 
より 多く 存在 し て いた の で あろ う 6、 平 均 14.3、 木 曽 馬 13.2-15.5, 平均 | 5 1 8 
『 鹿 添 幸 実 欠 』 に 、「 馬 尽 と いう は 、 4 14.1 と は ば ぼ 等 し く , 日 本 古代 馬 も 13 | 在 に earAmiOm ja は ー 
尺 を 定め て その 上 を 1 2 寸 、3 す … | 14 台 で ある の に 対し て 、 当 古 還 で は 大 き | a eo 人 「 5 半 導 0 
・7 寸 。 8 寸 と いう 。 8 寸 に 例 る を 長 に く 15.8 (筆者 )、16.3 ご 16.4 (Wagner) | 芝 -。 古 、 和 
祭る と いい 、 4 尺 に 足ら ぬ を 駒 と いう 」 を 示し て いる 。 中 足 骨 で も 同様 で ある 。 8 的 、 の うい 
と あり ,『 大 今 要 覧 』 に 「 4 尺 (121 セ 
ンチ ) の 馬 を よ の 常 と する が ゆえ に 小 馬 SL し ,17 年 後に 80 万 頭 に し た 史実 が ある この 駿 馬 は ,、 アラ ル 海 、 カ ス ビ 海 か ら 
と いい , 4 尺 5 寸 (136.4 セン チ ) を 中 日 本 の 先史 時 代 に 、 小形 ・ 中 形 の 2 形 : カ , 中 国 北方 の 遊牧 民 例 奴 は 多く の | イラ ン 高 原 に わた る アリ アン 馬 で ある こ | 
馬 。 5 尺 (151.5 セン チ ) を 大 馬 と い が あっ た と すれ ば , これ ら は 大 陸 の い ず ウマ を も っ て いて 、 土 産 で ある 草原 馬 系 | と は , 史家 に よっ て 数 々 の 考証 が 行なわ | 
い , 5 尺 以 上 は 得 が た か る べし 」 と あ れ の 地域 か ら か 導入 され た と 考え ね ば な 統 の 家 古 馬 の ほ か に 、 西域 (中 央 アジ れ て いる 。 こ の アリ アン 還 は ウマ の 系 統 
る 。 こ れ ら の 点 か ら , 鎌倉 馬 を みる と , ら な い 。 したがって, 東 ア ジア の 古代 馬 ァ ) か ら 駿 馬 を 入れ , 騎馬 民族 的 性 格 を 史 か ら み る と , 現在 の 馬 種 の うち 、 も っ 
「 よ の 常 」 と する 4 尺 の ウマ か ら , 中 馬 の 状況 を , 中 国 を 中 心 に 考え て みる こと | も っ て , 戦国 時 代 (紀元 前 403 221 ) | と ゃ 気品 に 富ん だ アラ ビア 馬 の も と に な 
と いわ れる 4 尺 5 耳 前後 の も の が 多く , だ し まう の ころ ,、 南 の 漢 民 族 を 圧迫 する よ うに な | > た も る ので, アン トニ ウス の タル バン 系 
4 尺 以 下 の も の も 含ま れる 中 国 古 代 の 三 皇 五 帝 の 世に 、 ウ マ が 飼 っ た 。 こ の 倒 奴 に 対応 する た め に 、 若 ・ | 統 高原 馬 と 考え られ る 。 し た が っ て , 漢 
次 に 『 源 平 盛衰 記 』『 平 治 物語 』 に 記 育 さ れ た と いう 古文 献 的 事実 は ある が , | 赴 ・ 黄 は 長 城 を 築き , 泰 の 始 皇 常 は こ | 代 の 中 国 に は , 北辺 お よび 古 に いた 草 
載 さ れ て いる 当時 の 名 馬 の 体高 を ひろ っ この 時 代 は 多分 に 神話 的 で ある か ら , そ | れ を 補修 し て 万 里 の 長城 を 造っ た 。 漢代 | 原 馬 系 統 の 蒙古 司 の ほか に , 中 央 アジ ア 
2 の だら 八田 和 家 が 頼朝 に 進 民 人 だ 黒 の ま ま 信 ずる こと は で き な い 。 しかし, | (紀元 前 202 て 紀元 後 220 ) に お いて も , | か ら タ ルパン 系 統 高 原 馬 も は いっ て 、 そ 
馬 は 8 平山 重 秀 か ら 成田 部 に 賜 わ | 詳 代 に ウマ を 利用 し た こと は , 次 朋 江 誠 | 色 以 に 対し て は 光 燥 々 た る こと は 同 | れ ら 相 玉 の あい だ に 交 条 あ 行なわ れ て い | 
っ た 和 宿 月 毛 は 7 寸 余 、 藤 原信 頼 が 落馬 し 大 司馬 空車 馬 現 出 上 上 の ウマ に よっ て 知る 様 で あっ て , 馬 政 の 充実 と , 敵 飼 奴 か ら た の で ある | 
た 一 部 黒 は 8 寸 重盛 が 仲 綱 に 与え た 時 こと が で きる 。 有 段 に 次 ぐ 国 、 春 秋 戦 国 、 | 良二 を 入れ て , 還 備 の 學 実 を は か っ た の | 元 雨 2 年 (紀元 前 109 )、 漢 の 武帝 は 
電 は 7 す 源 三 位 頼政 の 木下 鹿 も は 7 奈 代 に は 、 ウマ は 軍馬 と し て 重要 視 さ れ | で あっ た 朝鮮 に 氏 を 送っ て 、 平壌 付近 を 中 心 と 
二 浄 法 明 大 坊 の 委 野 、 足 利 加 綱 の | て いた | 漢 の 武 は 、 丁 域 (中 央 アジ ア ) に 駿 | し て いた 衡 氏 朝鮮 を 平定 , 楽 浪 導 を 設置 
た 毛 、 佐 田邊 - の 夕顔 は いずれ も | 占 来 、 中 国 は 「 南 船 北本 」 と いわ れ 。 雪が いる こと を 知っ て , その 獲得 を 熱望 | し , その 後 400 年 間 、 漢文 化 の 移植 地 と 
和田 義 太白 は 7 二 5 分 、 佐 々 中 国 中 原 の 地 お よび 以 南 は ウマ が 少な する あま り , 前 後 2 向 に わた る フェ ル ガ し て 楽 浪 文化 を 形成 し た ほど で ある 。 こ 
08950 二 、 佐 経 の 青海 波 は 7 く 、 ウ シ 、 ス イ ギ ュ ウ の 地帯 で ある 。 ウ | ナ 遠 征 ( 紀 元 前 104… 102 ) を 行なっ の よう に 漢 と 朝鮮 は 密接 な 関係 に あっ た 
す 、 大 夫 黒 は 6 す で あ る 。 了 の 生産 地 は 中 国 北辺 と 西南 山 績 地帯 | た . それ まで 北方 の 遊牧 民 か ら 、 そ の 他 | か ら , 中国 漢代 の ウマ が 運輸 その 他 の こ 
た だ 、『 太 平 記 』 に は , 長崎 悪 四郎 圧 | (四川 、 実 南 ) に 限ら れ て いた 。 し た が | の ウマ お よび 西域 の 駿 馬 を 問 接 的 に 得 て と で 、 当 然 、 朝 鮮 半 島 に は いっ て いた で 
衛門 の 取 東 一 の 名 馬 一 部 黒 、 万 単 小路 中 っ て 漢 民 族 は 、 ど の 時 代 に お いて も ゃ 軍馬 | い ` た 漢 に は , 遠 信 後 は 直接 に 西域 の 大 あろ う 。 そ の ウマ は 窒 古 馬 そ の も の で な 
納 言 藤 房 の 甲斐 の 大 黒 、 新 田 義 貞 自 者 直 の 整備 に 悩ま され て きた 。 明 の 成 祖 は 還 宛 、』 全 近 、 月 氏 を 通し て 、 天馬 、 千曲 | く て , 多 分 に 西域 馬 の 血 液 を も も っ た 中 
前 の 大 馬 水 練 果 毛 、 項羽 の 雌 に も 劣ら ぬ | 馬 80 万 を 必要 と し た が , 位 に つい た と き | 且 汗 血 馬 と 呼ば れる 駿 馬 が 続々 と は い | 形 で あっ た と 思わ れる | 
と いわ れ た 畑 二 郎 左衛門 の 塩津 時 の 4 頭 2 万 3000 頭 に すぎ な か っ た 。3 茶 馬 法 、 | っ て くる よう に な っ た 。 い わ ゆ る 「 絹 の 日 本 の 弥生 期 は 、 中 国 の 漢代 に あたる | 
は 、 い ずれ も 5 尺 3 寸 (160 センチ) と | 市 法 の 制度 を つく り 、 MG | 道 」 は 「 天 馬 の 道 」 で も あっ た わけ だ か ら , 弥生 遺跡 か ら 出 る 中 形 馬 は 朝鮮 半 
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北海 道 和 種 


私 た ちの 仲間 


島 か ら は いっ た も の で あろ う 。 古墳 時 代 
が 朝鮮 半島 と 関係 深かっ た こと は 、 馬 具 
や 北方 的 な 馬 装 を し た 幸 輪 に よっ て 推察 
する こと が で きる 。 こ と に , 古墳 期 後半 
に 北方 的 馬具 が 古墳 に お さめ られ て いる 
こと か ら “騎馬 民族 説 * が 出 て くる の で 
ある . 
も 事 記 』『 日 本 書 き 紀 』 の 応神 の 条 に , 
「 形 済 王 阿 知 岐 を 道 わし て 良 誠二 頭 を 間 
ずる 」 と あり 、 本 居 家 長 は この 2 頭 の ウ 
マ は , 特殊 な 良二 で あっ た ろう と いう 
が 、 天馬 ・ 千 曲 の 馬 の 類 で あっ た か も し 
れ な い 。 前 に 記し た 日 下 遺 跡 (5 世紀 後 
半 ) 出土 の 中 形 馬 は 、 奈 良 に 近い 当時 の 
放牧 地 と 思わ れる 生駒 山麓 か ら 出 土 し た 
も の で , 骨 が 蒙古 馬 の よ うに 太く な いこ 
と は 、 天馬 ・ 千 里 の 馬 の 類 か 、 ま た は そ 
の 流れ を くむ も の で あろ うか 
北九州 に は 装飾 古墳 が 多い 、 と くに ウ 
マ の 絵 が 多い 、 な か で る 、 福 岡 県 寺 手 郡 
若宮 町 竹原 古墳 の 壁画 は も っ と も る すぐれ 
隔 生 2 6 世紀 の も の と いわ れる 

、 両 側 に 買 人 の 前 に さ し か け て 日 を さ 
ee め 「 さ い ば 」 を 配 し , その 間 に 
ト か ら 流 と 舟 、 ウ マ を 引く 人 物 、 さ ら に 
龍馬 と 考え られ る 怪 評 が 描か れ て いる 
人 物 の 引く ウマ は 、 当 時 の ふつ う の ウ マ 
(小形 馬 ) の よう だ が 、 元 気 の よ い 欄 二 
は 、 天馬 、 千里 馬 、 汁 血 馬 を 表現 し て い 
る よう で ある 。 金 関 丈夫 博士 は 水辺 に 種 
を 求め る 図 で あろ うと いわ れる が 、 と も 
か く 朝 鮮 半 鳥 と 関連 し て 考え させ られ る 
画 で ある 

次 に は 、 わ が 国 の 縄文 後期 以降 、 弥 生 期 
に 出る 小形 馬 の 源 を 提 さ ね ば な ら な い 


大 陸 に 続く 日 本 在 来 馬 の 源流 


『 史 記 』 に 「 世 必 決 野 本 近 季 符 二 」 と 中 
2 い わ ゆ る 臣 届 の 地 ( 四 

・ 実 南 ) に 現在 の 四川 馬 の よ うか な 小 
に 人 稚 二 の 名 で < 示さ れ て いる 。 こ の 
記述 が 差 の 荘 王 に つい て の 記載 の な か に 


撮影 筆者 


40 一 IV 





ある か ら 、 世紀 前 300 年 前 後 の 状 態 を 示 
し て いる も の で ある 。 また 、 実 南 省 普 直 
石 案 山 古 彼 の 青銅 洗 形 貯 具 容 器 は 世紀 前 
後 の も ちの と いわ れる が , この ウマ は 委 馬 
で あろ う 時 代 は くだ る が 、 13 世 紀 の 書 
『 呈 外 代 稚 』 に 「 馬 高 止 四 尺 
「 土 産 小 馴 」「 小 馬 」 な どの 文字 
が た く さん 記述 され て お り 、 現在 の 四 
川 ・ 実 南 ・ 広 東 ・ 海 南 ・ 湖 南 な ど に 小形 
馬 が 存在 し て いた こと を 証明 し て いる 
「 果 下馬 」 と いう の は , 果樹 の 下 を ウマ 
で 通れ る ほど の 小さ な ウマ の 意 で ある 。 

また 『 鈴 外 代 答 』 に , 今 の ベト ナム 、 


タイ に は ウマ が な いと いい 、 真 有 (カン 
ボ ジ ア )、 闇 婆 (ジャ ワ ), 三 借 斉 (スマ 


トラ ) の 物産 に も ウマ は な いと し て あ 
の お で そら の この ま 。@⑥ 作 ジジ ド ジッ ナ 
半 鳥 、 東 イン トド 諸島 に は ウマ は いな か っ 
だ の だ の う 。 

次 に 目 を 朝鮮 半島 に 転ずる と 、 漢 の 武 
党 が 衛 氏 の 朝鮮 を 平定 (紀元 前 109 ) し 
た と き 、 漢 に 5000 頭 の ウマ を 献じ て いる 
か ら ,、 北朝 鮮 に は 多数 の ウマ が いた よう 
だ 。 一 方 『 三 国史 記 』 に 「 夫 余 の 地 , 名 
馬 を 出し ,、 その 俗 倒 奴 に 同じ 」 と ある 。 
東北 区 ( 旧 満 州 ) に は 倒 奴 の も の と 同形 
の ウマ が あり 、 夫 余 に 接する 北朝 鮮 に 
も 、 例 仏 の ウマ に 類する 中 形 馬 が いた の 
で あろ う 。 な お これ ら 家 畜 馬 と どん な 関 
係 に あっ た か は 不明 で ある が , 徳永 博士 
ら に よる と , 洪 積 世代 に 属す る 豆 満 江 清 
関 鎮 出 上 の ウマ の 中 手 骨 4 、 中 足 骨 4 の 
最大 長 か ら ウマ の 体高 を 推定 する と 最低 
133 セン チ で 、 中 形 馬 の 中 以上 で ある こ 
と を 付記 する 

と ころ が 、 朝鮮 半島 中 部 以 南 に も 果 下 
馬 が いた 。 3 世紀 の 著 『 三 国 志 』 東 央 伝 
佑 の 条 に , 牛馬 が な い 記 載 は 前 述 し た 
が 、 そ の 江 の 条 に 「 出 休 下 馬 、 漢 相 時 献 
之 、 馬 高三 尺 、 乗 之 可 於 果樹 下行 」 と あ 
る 。 漢 本 土 に 見 られ な い 珍 奇 な ウマ と し 
て 献じ に た の で あろ う 。 さ らむ に 高 句 雇 の 条 








| @ 形 ウマ 靖 
| O 中 形 ウ マ 
に 「 基 馬 せ 


「 不 知 乗 牛馬 」, 
… 男 女 近 佑 」 と ある 。 乗 る の が 常識 で あ 


香 小 便 登山 」,、 馬 韓 の 条 に 
弁 捕 の 条 に 「 乗 久 牛 馬 … 


る ウマ が , 
られ た 
東 アジ ア 古 代 に お いて 、 小形 馬 は 西南 
中 国 大 陸 の 四川 ・ 実 南 か ら 華 南 沿岸 に , 
また 朝鮮 半島 の と くに 南部 に 果 下 馬 、 三 
尺 馬 の 名 で 存在 し 、 この 分 布 圏 は 現在 の 
小形 馬 分 布地 域 に 等 し い 。 た だ , マレ ー 
半島 以 南 の 東 イ ント 諸島 に は 、 数 世紀 後 
まで ウマ は 認め られ な い 。 つ まり 、 世紀 
前 古い ころ に 四川 ・ 実 南 か ら 華 南 に か け 
て 窒 古 馬 よ り は る か に 小さ い ウ マ が 飼育 
され 、 こ の 小形 馬 が 、 日 本 の 先史 時 代 の 
小形 馬 、 古代 朝鮮 の 果 下 馬 と 密接 な 関係 


韓 で は 乗ら れず に 荷 馬 に 用 い 


を も つも ゃ も の と 考え る 。 
この 小形 馬 が , わが 国 の 縄文 後期 の こ 


ろか ら 弥 生 期 に 、 華 南 沿岸 か ら ( 琉 球 
列島 を 鳥 伝い に きた か どう か わか ら な い 
に し て も ) 九州 へ 、 ま た 日 本 の 黒潮 海域 
に は いっ た の で あろ う 。 ま た 同時 に 朝鮮 
半島 南部 に も は いっ た で あろ う 。 沖縄 本 
島 地 葉 原 貝塚 (本土 の 縄文 後期 に あ た 
る ) か ら 小 形 馬 の 歯 が 出 た の も , 当時 沖 
縄 は 華南 と 関係 が あっ た か ら で “あろ う 
同時 代 の 祭 間 城 負 上 貝塚 か ら 出 土 の 明 有 
銭 は 、 中 国 大 陸 と の 交通 が 考え られ る 
さら に , 弥生 期 か ら 古 墳 期 に か け て 、 
現在 の 御崎 馬 ・ 木 曽 馬 ほど の 中 形 馬 が 朝 
鮮 半 島 か ら 導 入 さ れ た 。 これら は 窟 古 馬 
その も の で は な く , 中 央 アジ ア の タル バ 
ン 系 高原 馬 の 血 液 を 受け た も の で ある 。 
最初 に 小形 馬 が 、 次 いで 中 形 馬 が 本 邦 
に は いり 、 これら の 2 形 馬 は 単独 に 、 ま 
た 交雑 の 形 で 存在 し た が , 有史 以降 、 軍 
事 ・ 運 輸 の 必要 か ら 小 形 馬 は し だ い に 減 
少し 、 中 世 鎌 倉 時 代 は 中 形 馬 が 多数 を 占 











め 、, 江戸 末期 に は 小形 馬 は た だ 土佐 駒 と 
し て 残り 、 他 は 御崎 馬 ・ 木 曽 馬 ・ 北 海道 
和 種 の よう に 中 形 馬 だ け に な っ た 。 九 州 
南西 諸島 に は 小形 馬 だ けが は いっ て 、 中 
形 馬 が は いら な か っ た か ら 、 最近 まで 小 
肌 導 6 は が ASDS あ る 。 1952 (昭和 
27) 年 ご ろ の 対馬 の 対 州 馬 は 小形 ・ 中 形 
が 混 然 と し て 、 中 世 鎌 倉 時 代 馬 の 様相 を 
に GUNY AS 
新井 白石 が 『 東 雅 』 に 「 我 国 の 馬 と い 
ふ 者 は , 人 代 に 及び て 百済 より 奉り し に 
始 り た る な り , 疑 し き 事 な れ ど , 然 る べ 
き 人 の し る せ し と ころ な れ ば 、 必 う け 伝 
へ し 所 あり ぬ べ し 、 或 は 我国 の 初 よ りあ 
りつ る も の は , た と へ ば 今 の 土佐 駒 な ど 
いふ 者 の 如く に 、 其 形 も 小 し き な り し 
に , 今 の 如く な る も の の 出来 し 事 は , 百 
済 より 其 国 の 馬 を 奉り し に 始 れ り し に 
> さら ば ウマ と は 大 馬 の 調 に し て , コ 
マ と は 小 二 の 詩 に や ある な らむ 」 と いう 
が 、 こ の 「 初 め よ りあ りつ る も の 」 が ト 
カラ 馬 の よ うな 小形 で あっ た の で ある 。 
トカ ラ 馬 は 現在 座 摩 半島 南端 の 開 開 自 
然 公 園 に 県 天然 記念 物 と し て 保護 され て 
いる が , 日 本 人 の 祖先 が 最初 に 飼っ た ウ 
マ の 姿 を 現在 見 せ て くれ る も の で あり 、, 
また 都井 の 御崎 馬 (天然 記念 物 指定 )、 
絶滅 寸前 の 本 曽 馬 、 北 海道 和 種 は 古代 の 
中 形 馬 源平 の ウマ な どの 日 本 固有 馬 の 
姿 を 残し て いる 
この 夏 , 木曽 開田 村 の 人 た ちや 北 光導 
和 種 保存 会 の か た が た と , ウゥ マ の 頸 を な 
で な が ら , 在 来 種 保護 に つい て 語り あっ 
た も の だ が , 極少 に な っ て し まっ た これ 
ら の ウマ の 保存 は 、 決 し て 楽観 で きる も 
の で は な い 。 画 (東京 農工 大 学 教授 ) 
図表 は 平凡 社 刊 
『 日 本 民族 と 南方 文化 』 よ り 
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ウマ 科 は 奇跡 ( き て い ) 目 に 属し て いる 
舎 踏 日 は サイ 亜 上 日 と ウマ 下 目 と の 2 つ に 分 か 
れ て お り 、 サイ 車 日 に は サイ 科 と バク 科 が 、. 
ウマ 亜 月 に は ウマ 科 が それ ぞ れ し て いる 

ウマ 科 の 動物 は . 現 存 の 貴 孔 ( ほ に ゅ う 
動物 の な か で は 中 くら いと いっ た 大 き さ で あ 
り 、 幅 が 狗 く て 長い 顔 ,。 向 づき の よい 妥 ( く び )、 
すら り と し た 史 肢 (し し ) が その 特徴 で ある 
た き な 目 は 生き 生き と し , 耳 は 先 が と が っ て 
貞 介 は 大 き い 
全体 が 告 く て つや 

被 毛 は 、 尾 と 顕 
の 上 緑 で は 長 ・ 尾 で は 尾 毛 と な 
り , 頸 で は た て が み と な っ て いる 
の うち , 脳 を 包む 頭蓋 ( ず が い 


いて よく 動き . 
か ら だ に は 丸み が あり 、 
の ある モモ で お お われ て いる 
く の び て いて . 

長い 頭骨 
骨 は 全体 の 
3 分 の 1 で, あと は 顔面 電 で ある 

ウマ 科 の 動物 は 、 どれ も 人 性格 が 活動 的 で 、 
し か も 利口 で ある 。 野生 生活 を し て いる 種類 
も , 他 の 動物 と トラ ブル を 起こ さ な い よう に 
ふる まい , また ., 人 間 や 大 き な 了 肉食 貞 に 対し 
て は . 称 工 し て 近寄ら な いよ うに し て いる 
娠 れ を つく っ て 生活 し て お り , 和信 夜 の 別 な く 
行動 する が . と り わ けた そ が れ に は 移動 が 激 





し く な る 


ゥ ウマ 科 ウ マ 尾 
ッ マ は ウマ 科 の な か で て も っ と も か ら だ が 大 き (〈 
いろ いろ と 人 人 間 の 役 に た っ て いる 
f 来 の ダ ト 馬 を 


を も. で 
た わ む れる サラ ブフ ブレ E 昌 
めざし て いる 。 北海 道 浦河 日 高 育成 牧場 (上 左 


大 井 寿 串 


樹 踏 日 の 動物 は 、 そ の 体重 を ささ えて いる 
u 肢 の 軸 に な る 線 が 、 正面 か ら み て それ ぞ れ 
の 肢 (あし ) の 中 心 を 通る よう な 構造 に な っ 
その 進化 の 
あと が は っ きり と あら われ て いる 。. す な わ ち . 


ら べ て 著しく 長く . 太く な 


に こおり, と くに ウマ 科 に お いて ., 


中 指 が 他 の 指 に く 
> て いる 
ひ づ め の 構 千 
現代 の ウマ 科 の 動物 で は 、 中 指 だ けが 残っ 
信 化 の は じ め に 5 本 あっ た 指 の うち 、 外 

側 の 2 本 は すっ か り 退 化し て な く な り 、 内側 
の 2 本 は 中 指 に 治っ た 細い 骨 と 化し て いる 
そし て 1 本 だ け 残 っ た 中 央 の 指 の 未 端 は 、 

> て いつ め と は 思え な い 角 質 の 構造 物 に 変わ 
> て いる 。 すなわち ひ づ め ( 踏 ) 

ひ づ め は 次 の 3 つか ら な っ て いる .〔 注 1] 


で ある 


1. 踏 壁 (て い へ き ) 周囲 を 形 づ く っ て い 
る 部 分 

2. 踏 底 (て いて い 底 に ある 角質 の 板 

3. 踏 叉 (て いさ ) 踏 壁 の 後部 〔 路 中 ) か 


ら 踏 底 に 向かっ て の びる 角形 の いく ら か 

弾力 の ある 部 分 

ひ づ め を つく っ て いる 角質 は 、 材質 の 違っ 
た 3 つの 層 が 積み 重なっ て で き て お り 、 角 葉 


と いう 内 側 の 層 が 、 列 に 癒 ん だ 3 個 の 指 骨 


疫 衣 (けい こつ ・ 第 1 指 骨 )、 守 朋 (か ん こ 
ッ マ 。 ウマ 科 ウ マ 属 。 

か ら だ の 白 と 黒 の 締 模 様 で . ウ マ と 区 別して いる 

ゼ プ ラ と も いわ れる が これ は アフ リカ 

ュ ン ゴ 地 方 の 土 語 に 由来 し た 呼び 方 で ある 

号 則 | は グラ ント ジマ ウマ 上 大 


と 7 7 が 7 の MS -7 4 た S た 7 7 た 7 た さ 


レヒ 
恒 


4 
} 


『)、 踏 内 


て いこ つ ・ 第 3 指 骨 )〕 


の いち ば ん 先 に ある 踏 骨 を 包む 了 肉 葉 (に く よ 


1 


の 
いて いる 
分 厚い 向 管 と いう 薄 状 の も の に な る 


ひ づ め の 角 質 を つく り だ で 


いう 朱 ら か い 構 造物 に 、 し っ か り と つ 


和 内 葉 は 、 皮膚 と 上 と ひ づ め と の 境 め で 、 


これ か 


部 分 で ある 


ひ づ め は . 肉 葉 に 神経 や 血管 が 細か く 分 布 








笠 ウ マ 属 

た を な 踊 父 の つい た ひ づ め 
跡 と いわ れる 只 虹 が 前 肢 ( か な し 
到 か ら ウ マ や シマ ウマ と は 異な る 


カ も 強い 有用 な 家畜 て ある 
ア 7 7 77 が の WV- 7 の 7 の C だ オイ の 
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40) 


し て いて 、 還 要 な 触覚 器官 の 役 日 1 


いる 。 ウマ 科 の 動物 が 、 夜間 、 て 


果 - ガ 


- は 


【 


ー | ナ 


〔 


地面 を うま く 歩 ける の は 、 ひ づ め の 鋭 敏 な 感 


覚 の お か げ で ある 

ひ づ め の ほ か に も , 
が あり 、 野 ( ふ へ ぜん 
の 内 側 に こぶ の よう に つい に いる 
視 指 の つめ だ と いわ れ 、 ひ づめ に 
ら か い 
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ウマ 科 特 有 の 角質 構造 


と いっ て 四股 





EUC7A 





走る た め の か ら だ つき 


ウマ 笠 の 動物 の か ら だ つき は 走る の に 適 


し た よう に な っ て いる - の 動物 の 食べ 物 の 
と り 方 【 野 草 を 求め て 移動 する 〕) と 、 生活 す 


1 


告 木 の 少な い草 原 地 淀 ) か ら で き あ 





か っ た も の 外敵 の 攻 買 を か わし て 逃 ! 





# ナ る 
た め の 適 応 で ある 。 それ で は ., 走る の に ふさ 


わし い 特 徴 を みて みよ う 


1. ウマ 科 の 動物 に は 鎮 骨 (さこ つ ) が な 


その た め 胴 体 と 前 肢 (ぜん 【 と を 結ぶ 記 
申 (けん こう ) 骨 は . か な り 大 きく 前 後に 


動か せる か ら 、 肢 ( あ 【 生体 の 運動 の 振 
幅 が 大 きく な る 

2. 四肢 は 長 
骨 (管理 と も いう ) と 指 骨 に は . 筋 内 カ 
いて いな い 。 だ か ら 四 肢 の 先端 は その ぶん 
だ け 軽 く な り ., 歩 く 速 さ の 調節 が し や すい 
運動 中 に は 、 呼 吸 や 循環 の た め に 多く の ] 
ネル ギー を さか ね ば な ら な い の で 、 股 の 運 
動 に は , で きる だ け エ ネル ギー を 消費 し な 
いと いう 構造 上 の 特徴 に な っ て いる 

3. 上 過 肢 の 筋 仙 は . 胴体 に 近い 部 分 に つい 
お り . 肢 の 先 の ほう に は な い 。 こ の よう な 
筋 条 の つき 方 は 力学 的 に みて も むだ が な い 

4、 肢 の 先 は 筋 表 に 芝 し い が 、 その か わり に 
弾力 の ある 失 淀 (じん た い ) が さん つう 
いて いる キャ ロ が の と き は 1 本 の 股 
時 間 的 に 全 重 量 を ささ え ね ば な ら な い カ 5 
肢 を わす か に 屈曲 し て この 負担 に 叶 える 
潜 乏 は 重み を ささ え 、 次 の 明 問 に は その 弾 
カ て で 肢 を 強く の ば し て 前 進 を 助け る 
- の よう な 特徴 は ウマ 科 だ け の も の で は な 

走る こと の 得意 な レイ ヨウ の よう な , 他 


の 有 跡 (ゆう て い ) 類 に も みる こと が で きる 
年 齢 を 現 わ す 歯 


歯 に も 特徴 が ある 。 ウマ 科 に は . 上 あご 
あこ に 6 本 ずつ の 門 歯 が ある 。 ま ん 中 の 2 本 
を 氏 歯 (か ん し ・ 第 1 門 歯 )、 次 の 2 本 を 中 間 
歯 (第 2 門 歯 )、 両 すみ の 2 本 を 隅 歯 (ぐう (1 
第 3 門 歯 ) と いう 。 ウ マ を 売買 する 商人 は 、 


門 歯 の 減り で あい に よっ て 年 齢 を 正確 に いい 


























まれ は 雄 の ダ の 指揮 で 草地 を 移動 する 10-3 
ょ 権力 と 地位 の 保持 に つと め る 


7 が 7 た さだ た / ア P 刀 P 愉 だ NZ だ ルー ア が た SS 


/7 7.7 た ーー ル た た / 


務 


アガ ニー S/7 た NNA) 








6 本 の 門 歯 が 弧 を 描い 
や が て 年 齢 と と 1 
と 横 に ほほ 


箇 の 摩 減 の 


る ほど くぼみ の 上 直径 カ 


を 年 期 の 門 歯 : 摩 小 


が つま っ て いた くぼみ が な く な っ て いる 
草 を 食べ る た め の 盲 腸 


ウマ 科 の 動物 は 草食 で ある 。 その た め に . 
曹 の よく お い 茂 っ た 平原 に すみ 、 大 量 の 草 を 
生 べ な けれ ば な ら な い 。 栄養 価 の 乏しい 草 を 
利用 する た め に は , 極端 に 長い 消化 器官 の 助 
# を か り る こと に な る 

肉食 動物 で は 資 腸 は ご く 小 さい が , 草食 動 
物 で は た い へ ん 大 きく , この な か に 食べ た も 
の を た くわ える し くみ に な っ て いる 。 盲腸 に 
ま 無 数 の バク テリ ア と 原虫 類 か ら な る 腸 内 細 
間 藤 が う ぐ くち られ て ゆい で, 廊 べ た 草 の セ ル 回 一 
ズ を 完全 に 消化 する .、 いわ ば -_- 次 的 な 消化 を 





行なっ て いる 


ウマ の 歩 法 の 1 つ ギ ャ ロッ プ 


ウマ 科 の 動物 は 、 ギャ ロッ プ と いう 特別 な 
歩 法 を も っ て いる 。 跳 躍 を 連続 し た よう な こ 
の 歩 法 に は 、 いく つか の 異な っ た 肢 (あし ) 
の 運び 方 が ある が . ふつ う 3 また は 4 調歩 の 
ギャ ロッ プ で ある 。 たとえば. 4 調歩 の ギャ 
ロッ プ は . 肢 の 踏み によって, 次 の 8 つの 
歩 期 に 分 解 し て 説明 する こと が で きる 

第 1 歩 期 : 右 後肢 (こう し ) が 地面 に つき , 
他 の 3 肢 が 地面 を 離れ て いる 

第 2 歩 期 : 左 後肢 が 着地 し .、 両方 の 前 肢 は 
地面 か ら 離 れ て いる 
第 3 歩 期 : 体 重 が 前 に か か る 。 石 前 肢 が 
着地 し 人生 後肢 が 地面 を 離れ る 


第 4 歩 期 : 石 前 肢 を ささ えにし て . か ら た 





が 前 進 し て いる .。 他 の 3 肢 は 地面 を 離れ 、 前 
に 進ん で いる 
第 5 歩 期 : 体 重 は 前 方 に 移動 し て いる 。 左 


前 肢 が 着地 し 、 両方 の 後肢 だ けが 地面 を 離れ 





て いる 

第 6 歩 期 : 行 前肢 が 地面 を 離れ る 。 行 前肢 
に か わっ て 左前 肢 が 体重 を ささ え 、 他 の 3 股 
は 地面 を 離れ て いる 

第 7 歩 期 : 左前 肢 が 上 が り 、 史 肢 (し 【 
は 屈曲 し て まっ た く 地 面 か ら 離 れ 、 か ら だ は 
空中 に 浮い て いる 

第 8 歩 期 : 石 後 肢 が 地面 に つき 、 再び 同じ 
順序 で 歩 期 が 織り 返さ れる 

- の 歩 法 は 一 種 の 跳 躍 運動 で 、 第 7 歩 期 に 
は か ら だ 全体 が まっ た く 空 中 に 浮い て いる わ 
け だ が , と り わ け 高 く 跳び あがる わ ! お で 属 な が 
く 、 か ら だ は 軸 じ 高 さ の まま で 、 四肢 の ひざ 
を 折り 曲げ て 地面 を 離れ て いる の で ある 


っ て 眠っ て も 疲れ な い 構 造 


ウマ 科 の 動物 は 立っ た まま 眠り 、 立っ た ま 
まで 休息 する こと が で きる 。 立っ た まま で い 


JNN さり や 


て も 疲れ な い の は ., 界 常 (じん た い ) の 働き 
に よる た めで ある 。 大 腹 (だいたい) 骨 と 下 
腸 (か た い ) 骨 と 膝蓋 (し つが い ) 骨 の 関節 
を 動か な いよ うに 固定 し 筋肉 の 収納 に よる 
F ネ ルギー 消費 を し な いで 、 経済 的 に 体重 を 
ささ える こと の で きる 独特 の つく り に よる の 
で ある 

また , 頸 ( く び ) に 付着 し 、 顕 椎 (けい つ 
い ) に 沿っ て 走っ て いる よく 発達 し た 項 ( こ 
う ) 頼 帯 が あっ て . それ が 頭 を し っ か り と 水 
平 に ささ えて いる が , この 構造 が な けれ ば 、 
頭 を 前 に 突き だ し た ふつ う の 姿 勢 で さえ 療 
労 の 原因 と な り . むだ な エネ ルギー を 消費 す 
る こと に な る 

ウマ 科 の 動物 の 繁殖 力 は 、 強い と は いえ な 
い 。 雌 は 1 度 に 1 頭 し か 子 を 生ま な い 。 季節 
と 種類 に よっ て 多少 の 差 が ある が , 発情 の 周 
期 は . お よそ 22H で あり , 発情 の 持続 は 3 一 
5 日 で ある 。 妊娠 期間 は , ウマ で 11 か 月 , ロ 
バ は 12 か 月 、 シマ ウマ は 13 か 月 で ある 


ゥ マ の 親子 
ッ マ 科 の 動物 の 相 殖 カカ は 紀 い と いっ て 

妊娠 期間 は 1 年 内 外 で 1 頭 の 子 し か 

生ま な いか ら て ある 。 春 に 生ま れる の が 多く 


その 場合 の 乳 離 れ は 秋 に な る [ 
アナ が 7 7 の \ 





ウマ 科 に 属す る 動物 の あい だ で , 種類 の 倍 
> た も の . た と えば ウマ と ロバ と を 交配 し て 
雑種 を つく る こと は で きる が ., 生ま れ た 雑種 
は 一般に 子 を つく る 能力 が な い 。 と くに 雑種 
が 雄 の 場合 に は . 子 は で き ない 。 雑種 の 雌 が . 
両親 の 方 の 種類 に 属す る 雄 と 交配 し て 受胎 
し た と いう 例 は 報告 され て いる 








寺 人 や す て (する 





ッ マ の 食性 は 複雑 で ある 
/ ア 7 7 7777M た だ ー( の 7 た だ N 
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ウマ 属 


/M77777 が 


ウマ 科 に は た だ 1 つの 属 、 す な わ ち ウマ 属 
が ある だ け で ある 。 ウマ . N、 シマ ウマ が 
この 属 に は いる 。 野生 の ウマ 属 は 、 ア フリ カ , 
中 央 アジ ア , 東 ア ジア な ど に 生息 する . 
ウマ 7 ん 4s cd6g77s 

ウマ 属 の な か で も . ウマ は 紹 

マウ マ と 区 別 さ れ . 
上 の さま ざま な 特徴 に よっ て ロバ と 区 別 さ れ 
て いる 

ロバ と の 違い は , ウマ の ひ づ め は ほぼ 円 筒 
有形 だ が 、 ロバ の ひ づ め は 細長 く , 

さ ) が 大 きい 。 ウマ に は 前 肢 (ぜん し ) 
後肢 に も 咽 ( ふ ぜ ん ) が ある が ロバ で に 
前 肢 に し か な い 。 ウマ の 耳 は 短 

い 尾 毛 が は えて いる が , ロバ の 耳 は 大 き 


/7 7V77 が PAESS-7474C7 た SN 77 7 だ ル 7 が たい 


長く , 尾 の 先 に ひと ふさ の 長毛 が は えて いる 
だ け で , 尾 の つけ 根 か ら 尾 全体 に 
は な い 。 ウマ の 頭蓋 ( ず が い ) 汰 
より は る か に 大 きい 、, 
人 問 は 大 古 の むか し か ら , ウマ を 飼い な ら 
て 家畜 と し て きた が , 今 で も 中 央 アジ ア や 
ル の 草原 に は , 少数 な が ら 野 生 の ウマ 
生息 し , また 半 野 生 0 吐 も 、 


ッ リ カカ アメ リカ の 各地 に 見 られ る 


77 7 777 の 7 


タル バン 


775 co の 677775 g7ze7777 


人 化 さ れ て いる ウマ の 祖先 


の 1 つと 考え られ て いる 。 む か し は 南 ロ シア 


タル バン は, 


お よび 西 ア ジ ア の 草原 地 薄 ! 分布 し 
た が . 野生 の タル パン は 各 な 
1760 年 ご で ろ に は 絶 減 し 
> た 
事 来 の タル パン は すでに いな いわ け で . 現 
在 タ ルパン と いわ れ て いる ウマ は ., タル ノ 
の 直系 の 子 係 で 家 益 化 さ れ て いる ボボ ラン ト 


の コ ニ ク (Konik) で あり 。 また だ た, 現在 残っ て 


キー ウマ と コ ニ ク と の る タ 
の が , タル パン と いう 名 で 呼ば れ て いる 
現在 の タル パン は , フラ ンス の カマ ル グ 馬 
や 日 本 の 都井 岬 (宮崎 県 ) の ウマ と 
に , モン ゴル の 草原 地帯 や ゴビ 砂 洪 
河 の 上 流 沿い に 放し 飼い に され て いる 
大 き さ は , さほど 大 きく は な い .。 し か も 





た い へ ん 抵抗 力 7 
引 は 


あし ) は 細い 


すむ 動物 の よ 
か わる を 体 が 白色 に な る 。 繁殖 カ 
1 頭 の 子 を 生む 

山 地帯 の 環境 に 対し て よく 適応 し 、 潜 
6000 メ ー ト ル も の 、 ヤク の ほか に は 訪れ る 動 
物 も な いよ うな 山地 で 、 ひ づめ で 者 を 掘り な 
が ら 、 草 を 、 て いる タル バ パン の 群れ を 見 か 
ける こと が ある 

齋 い 必 か し 、 タル バン 
な ら さ れ た わけ だ が 
える 闇 の 強 さ と 妃 耐 力 と が 、 温和 な 牧畜 民族 

好戦 的 な 放浪 の 騎馬 民族 に か え 、 征服 

を ほし いま ま に さ せ た の で 


さ は 、。 現代 の タル バン 


アガ 77 ググ ハリ 


フル ツェ ワル スキ ー ウ マ 
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プル ツェ ワル スキ ー ウ マ (モウ コノ ウマ ) 
は , 現在 生き 残っ て いる た だ 1 つの 野生 の ウ 
マッ で ある 。1879 年 、 ロ シア の 陸軍 士官 ブル ツ 
ェ ワ ウル スキ ー に よっ て , アルタイ 山脈 の 南方 , 
スン ガリ ア 地 方 で 発見 され た 。 か れ は この ウ 
プル ツェ ワル スキ ー ウ マ と 自分 の 名 を つ 
マ の 毛皮 を 持ち 帰っ た 。 1881 年 , 
ロシア の 動物 学者 ポリ ヤ コ フ (Poliakoff) が 、 
この ウマ に 関す る 論文 を 発表 し . 
の 動物 園 に 現物 が きた の は 1899 年 で あっ た 
頭 は や や 短く ~ 顕 は 幅 が 広く , 顎 の 
方 向 は 水平 に 近い 。 また , た て が み が 
わき に た れ て いな いで . 立っ て いる の が 特徴 
ご ある 。 毛 の 色 は 河原 毛 で , 四肢 (し し ) = 
た て が み は 黒 く , 腹部 は や や 白 っ ほ < 


鼻 梁 (びり リ りょう 3 色 カ 冬 手 : は 長 


て が み は 


数 頭 ず 群れ を つく っ CN - 右 g 自 側 | (に 
アガ 777 た 7ー ナ だす ツナ 


アー 7 が た だ VZ// 


アル た ささ 





形 記 大 天 


1 アガ オア ガリ 


アア が た だ VZ だ た ー ア た SN 


の 毛 が 長 
び ,。 下 あ ご に ひげ の よう な 長い 毛 が は えて 
る の も 独特 で ある 。 換 毛 は 長い 冬 が 終わ っ て ., 
看 に は いる ころ か ら 始 まる 。 食物 の 不足 する 
冬 の 間 に す っ か りや せ 細 り 、 な ん と な くい ら 
いら し な が ら も , ウマ た ち は お た が い に , 抜 
け か わっ て いく よごれ た 冬 毛 の ふさ を 除き あ 
う ので ある 
尾 と た て が み は , 被 毛 と 培っ た か た い 長 モモ 
で 、 抜 け か わる こと は な い が , 長毛 に まじ っ 
て 、 季 節 に より 抜け か わる 短 毛 が は えて いる 
プル ツェ ワル スキ ォ 大 昔 に は ヨ 
と り わ け フ ラン ス を 中 心 と する 
こ 多 か っ た ッ ラ ンス の ドル 
, 地 方 の 洞窟 の 壁 に は , 先史 時 代 に 描 
か れ た ウマ の 絵 や 彫刻 が 残っ て いる が , びん 
と 立っ た た て が み , 黒い 四肢 (し し ). わ ず か 
に 貞 染 (びり ょ う ) の ふく れ た 横顔 . 下 あ ご 
に は えた ひげ の よう な 毛 と . ブル ツェ ワル ス 
キー ウマ の 冬 毛 の 特徴 を よく 表わし て いる 
ス の ソリ ュ ト レ の 遺跡 か ら は 
プル ツェ ワル スキ ウマ と 認定 で きる 骨 が 、 
他 の ウマ の 骨 に ま ざ っ て 発掘 され て いる 
この 時 代 に は . プル ツェ ワル ス ォ 
現在 の 家 ウ マ の 祖先 と な っ た 別 の ウマ と が お 
り , ウマ の 家畜 化 が だ 写 旋 から 。 プル 
ッ ェ ワル スキ ー ウ マ と 交雑 し て , や が て 
大 き さ や 毛色 の 違っ た , いろ いろ な 品種 に 分 


か れ て いっ た の で : 
地球 上 に 100 頭 余り 


プル ツェ ワル スキ ー ウ マ の 現在 の 生存 
性 界 各国 の 動物 園 に 飼育 され て いる も の が 約 
60 頭 、 アルタ イ 山 脈 -- 葵 に 野生 し て いる も の 
が 迷 十 頭 以内 と 推定 され て いる 。 野生 の も の 
は 、 数 頭 か ら 10 数 頭 の 群れ を つく っ て 絶え す 
移動 し た い へ ん 朋 】 
現在 飼育 され て いる も の は ., 1902 年 に ドイ 
ツ の ハン ブル ク 動 物 園 長 、 ハー ゲン 
よっ て 捕獲 され, ヨー ロッ パ 各 地 の 動 物 園 に 
分 けら れ た 54 頭 の 血 を 引い て いる 。 以 f 
が ほとん ど ふ えて いな い の は , 囲い の 中 の 
生活 が 、 相手 を 選ぶ 性 行動 の 自由 を 衝 
胎 弾 氏 く し 。 また き に 対す る 不安 感 が 流 
死産 を 高め て いる た めで ある 
プル ツェ ワル スキ ー ウ マ の 飼育 と と も に ., 
70 年 ほど さま ざま な 研究 が され て きた 
の りう え で は , 上 鼻 染 の 幅 が や や 皮 
ょ く な っ た , と いう 変化 が みえ て いる 
性 的 な 成 殖 は , 野生 下 で は 4 歳 。 飼育 下 で 
は 2 歳 ご ろ で ある 。 妊 娠 (に ん し ん ) 期間 は 
11 か 月 。 動物 園 30 年 ほど 生き る が , 


野生 の 状態 で は も っ と 長い よう で ある 


緊 飼 の 畔 吸 , 済 れ る よ 


えり すぐ で ぐ られ, 
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現在 生息 し て いる ウマ は , 野生 の ブル ツ ュ 
ワル スキ ー ウ マ を 除け ば .、 すべ て ここ に 分 類 
され る 。 家 畜 化 さ れ て いる ウマ と いう わけ で 
ある 。 日 本 の 宮崎 の 都井 岬 の ウマ や 、 フ ラン 
ス 南 部 の カマ ル グ 地 方 の ウマ の よう に 半 野 生 
の 生活 を し て いる の も いる が , これ も すべ て 
家 ウ マ で ある 。 タル パン に つい て は 、 野生 み 


が 強い と いう こと で 、 野生 馬 と し て 述べ た 
家 ウ マ の 飼育 史 


ッ ラ ンス の 動物 学者 ビュ フォ ン は , ウマ を 
《 人 間 が 征服 し た , も っ と も 高貴 な 動物 〉 と 
呼ん だ 。 人 間 に と っ て 有用 で あり . し か も 人 
間 と の 心 の 交流 が で き 、, 美 し い 姿 を し た 動物 
家畜 化 で きた 人 間 の 英知 を 誇っ て も よい 

現在 の ウマ は . 鮮新 世 [100 一 1200 万 年 前 〕 
に アフ リカ , アジ ア , 北ア メリ カ の 各 大 陸 に 
分 布 し て いた ヒッ パリ オン (7zpperzo7) や ブ 
リオ ピッ プス (P/zopzps ) の 子孫 で ある 。 10 
万 年 前 に は . ほぼ その 進化 を 完了 し て ., 現有 
の ロバ ほど の 大 き さ に な っ て いた 

ウマ と 人 間 と の 最初 の 結び つき は . や は り 
狩猟 の 対象 と し て で あろ う 。 旧 石 器 時 代 の 遺 
跡 で ある ララ ジス の ラス ネコ ー デ や,。 ズ ベ ペ イン の 
ァ ル タ ミ ラ に ある 洞窟 の 壁画 な ど に ウマ の 次 
が 見 られ る 。 ウマ が 人 間 の 生活 の 重要 な 資源 
と な り , 家畜 化し て いっ た の は 新 石器 時 代 に 
は いっ て か ら だ と 思わ れる 

中 央 アジ ア と モン ゴル の 草原 地帯 に 、 膨 大 
な 数 に の ぼる ウマ の 群れ が 飼育 され て いた 道 
跡 が 発見 され た が . それ は この 地方 の 遊牧 民 
た ちの 生活 が 、 ウマ と 密接 に 結び つい て い ヵ 7 
こと を 物語 っ て いる 

中 国 で は 、 ウマ は 青銅 器 時 代 以 前 か ら 知 ら 
れ て いた 。 古代 中 国 最 古 の 帝王 と いわ れる 伏 
義 の 時 代 (紀元 前 3500 年 ご ろ ) に も 登場 し . 
件 鉛 文 化 期 (紀元 前 2000 年 ご どろ ) に は 4 頭 立 
て 、 帳 つき の 一 輪 馬車 が 使わ れ た 形跡 が ある 
紀元 前 10 世 紀 ご ろ に は .。 王 の 厩舎 に モン ゴル 
か ら 輸 入 し た 何 千 頭 も の ウマ が つなが れ て い 
た と いう 。 胴体 が 椅 の よう に まる く 、 小さな 
ひ づ め の つ いた 長い 四肢 (し し ) を も っ た 、 タ 
ルパン に よく 似 た 小型 の ウマ で あっ た よう だ 

イン ド で は ベー ダ 〔 バ ラモン 教 の 聖典 〕 
の な か に 紀元 前 2000 年 ご どろ の ウマ に 関す る 記 
述 が あり .、 そこ で は ウマ を 神秘 な 動物 と し て 
ぅ うた いあ げ て いる 

ァ ラ ビア 地 方 で は , 新 石器 時 代 を 過ぎ た こ 
ろ に ウマ が いた こと が 知ら れ て いる が その 


種馬 育成 場 の 馬 情 
設備 の 整っ た 底 告 に は 


選び ぬか れ た 品種 の 種馬 が 集め られ て お / 





* る 。(40 一 10. 11 
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ウマ は 絶 減 し 、 紀元 前 1800 年 ご ろ 、 ア ジア 系 
の 民族 で ある ヒ ク ソ ス 人 の 侵入 に よっ て , ア 
ジア の ウマ が 持ち こま れ た の で ある 

ェ ジ プ ト に 移入 し た の も , や は リヒ クソ ス 
人 に よっ て で あっ た 。 紀元 前 1300 年 ご ろ , ユ 
ジブ トラ メス 2 世 は , ヒッ タイ ト 人 と の 戦 
汗 に 3500 否 の 馬車 を 使っ た と いう 。 また この 
ころ 首都 の メン フィ ス や テー ベ の 町 に は , 種 
馬 が あら われ て お り , この 種馬 か ら バ ルプ ブ や 
ァ ラ ブ な どの すぐ れ た 品種 が つく られ る こと 
に な っ た 

ベル シャ で は 、 ウマ は 重要 な 役割 を 果たし 
て きた 。 駅 伝 制度 は アケメネス 朝 (紀元 前 550 
ー330 年 ) の キュ ロス が つく っ た も の で あり . 
また パル ティ ア 王 国 (紀元 前 250 一 紀元 226 年 ) 
の 人 びと は ., 日 常 生活 の ほとん ど を ウマ の 背 
で 過ごし た 。 か れ ら は ウマ に 乗る こと が 巧み 
で 、 た づな も 鞍 も つけ な い 林 馬 に また が り . 
足 だ け で ウマ を 自由 に あや つっ た と いう 

古代 ギリ シャ 人 は . 自国 産 の ウマ を も た な 
か っ た が , エ ジ ブ ト か ら 輸 入 し た 。 ウマ は た 
ち ま ち 神話 の な か に も 取り 入れ られ , ギリ シ 
ャ で も っ と も 美しい ウマ は ., 半 人 半 馬 の ケ ン 
タウ ロス を 守護 視 と する テッ サリ ア の 町 に い 
た と いわ れ た 。 第 1 回 オリ ン ピ ッ ク は 紀元 前 
776 年 だ が , 当時 の オリ ン ピ ッ ク に は , ウマ 


が 引く 戦車 競走 が あっ た 


ロ や アメ リカ て は 
速 乗り を 楽し む 人 が ふえ て いる 
あき た ら な 〈 く な っ た 人 入 た ちか ヵ 
ッ マ を も ち , 乗 馬 の フ ュ ョ ン を つく る 


舌 の 歴史 を 知っ て いる 人 人 た ち だ 
アー ルル リバ) 


紀元 前 4 世紀末 の アテ ネ の 文筆 家 ク セ ノ フ 
ォ ン は , 馬術 に 関す る 2 つの 論文 『 馬 術 に つ 
いて 』 と 「『 騎 兵隊 長 』 と を 書い て いる 。 ま た 
当時 は 、 戦車 隊 の 規 要 は 著しく 大 きく な り , 
アァ レキ サン ダー 大 王 は 東方 遠征 に 7000 頭 の ウ 
マ を 連れ て いっ た と いう 

紀元 前 900 年 どろ イタ リア に は いっ た エト 
ルリ ア 人 は 。 すでに 電 馬 や 乗馬 と し て , また 
競馬 や 宗教 の 儀式 に ウマ を 使っ て いた 。 ま た 
古代 ロー マ 人 は , むか し か ら ウ マ の 改良 に 努 
カカ し て いた 。 そし て 和 宿 駅 を 設け ウマ の 乗り 
継ぎ で 1 日 に 100 キロ 以上 も 旅 が で きた と い 
われ て いる 


14 世 紀 コ ヨー ロッ パ で は 騎士 制度 の 発達 で 大 
軍馬 ( great horse ) が 出現 し た 。 騎士 も ウマ も 


重い 甲 青 を つけ て いた か ら , 戦闘 の と き 以外 


に は ウマ に は 乗ら な いこ と に な っ て いた 

ァ ラ ビア 馬 は 隔絶 し た 砂漠 の な か で 他 品 
種 と の 交雑 を まぬがれ , 高い 純血 度 を 保ち な 
が ら 繁 殖 し て いた 。 こ れ が ヨー ロッ パ に 大 量 
に 持ち こま れ た の は , 11 世 紀 以 後 の 十 字 軍 に 
よっ て で ある 

世界 各地 で 古く か ら . ウマ は 人 間 の 仕事 を 
分 担 す る よう に な っ て いた 。 それ に つれ て , 
その 次 も, 人 を 乗せ , 車 を 引き , 荷 を 背負 う 
と いっ た 目的 に 合わ せ て , それ ぞ れ 特徴 の あ 
る 体型 に つく りあ げ ら れ て いっ た の で ある 





サ 
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+ 界 8 的 な 競走 馬 を つく り だ す 

セン ター の 朝 の 調教 風量 

ウゥ ウマ と 人 入 が ,。 その 風景 に と け 合 っ て いる 。(」 
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か ら だ の 特徴 


前 額 か ら 貞 (びり ょ う ) に か けた 横顔 の 
線 を みる と , 3 つの 型 が ある 。 ア ラブ の よう 
に まっ すぐ な も の , モウ コ 馬 や バル ブ の よう 
に , や や 突き で た も の , アル デン ナー の よう 
に いく ら か へ こん だ も の な ど で あ る 。 顎 ( く 
び ) と 胴 の 問 に は は っ きり と し た 境 め が な く ., 
吾 は 胴 に 45 度 余り の 角度 で つい て いる 

背 の 基礎 と な っ て いる 骨格 は 椎骨 (つい こ 

>) と 助 凡 ( ろ っ こつ ) で ある 。 背 や 腰 は . 
人 や 和 荷 の 重 さ を ささ える と ころ で , 筋肉 が つ 
きす ぎ て も , や せ す ぎ て も いけ な い 。(〔 注 4 〕 


広く 。 深く 、 長い 胸 は . じょう ぶな 心臓 と 


強力 な 肺 を も っ て いる し る し で ある 。 腹 の 形 
さば ら まき 
は , 草 腹 と いっ て ふく ら み すぎ て も , また 巻 


ば ぼら 

腹 と いっ て ほっ そり し すぎ て いて も いけ な い 
廉 腹 は 短く 。、 よく 締まっ て いる の が よい 。 尾 
は 力強く て , や や 高く つい て いる の が よい 


長く て 傾 倖 し た 肩 は 、 すぐ れ た 歩行 能力 を 
も つ し る し で あり , 前 肢 (ぜん し ) は , 歩行 
時 の 推進 器 と ブレ ー キ の 両方 の 役割 を 果たす 
の で 肉 づ き が よく て 力強く , 垂直 で な けれ 
ば な ら な い 

ひざ は ., 人 間 で いえ ば 手 音 に 当たる わけ 
が , 大 きく て , 輪郭 が は っ きり し て いて ., 骨 
組み が よく わか る よう な も の で な けれ ば な ら 
な い 。 球 節 は まる く て 大 きく . 繋 ( つ な ぎ ) は 
前 肢 が 60 度 。 後肢 で 65 度 に 傾斜 し て いる の が 
よい 。 ち ゃ ん と 立っ た と き に , ひ づ め と ひ づ 
め と の 間 は 広 す ぎ て も 狭 す ぎ て も いけ な い 

後肢 の 大 用 (だ いた い ) は 乗馬 で 長く 、 加 
馬 で は 内 股 が 張っ て いて 肉 づ き が よく , が ん 
じょう な 膝 関節 に こよ っ て 筋 山 質 の 下 腺 (か た 
い ) に つなが っ て いる 。 肛 (けん ) は 太く な 
め ら か で , 幅 の 広い 飛 節 ( ひ せ つ ) に つい て 
いる 。 飛 節 か ら 下 は 垂直 で , 尻 の 先端 か ら ま 
すぐ お ろ し た 線 と 致す る の が よい 


) 





グ ロ 
サラ ブレ し と と も 
色 は 森 キ 琉 | 2 
て ビン リス ー ド に * ヌレ ソノ 時 (は 上 ト 
朋 | 師 っ 染 に の びる 


rr 
だ 
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E 色 の 名 まえ 


ウマ の 被 毛 について. その 色 . ある い は 栓 
様 に は 特別 な 名 まえ が つい て いる 。 ごく 一 般 
的 な も の を あげ て みよ う 

額 に ある 特攻 を 菓 と 呼び 、 そ れ が 四 の ほう 
に の び て . 人 額 か ら 見 染 ( び りょう ) に 細い 白 
い 流 れ が ある と き は 流量 と 呼ぶ 。 鼻孔 と 上 く 
ちび る の 問 に ある 白斑 は 鼻 端 貼 と いう 。 頸 3 
じ か ら 背 、 と き に は 尾 の つけ 根 ま で の び た 黒 
い 告 の よう な 結 は 秋 線 。 四肢 (し し ) の 先端 
に ある 白斑 は , 大 き さ に より ソック ス , ブ 
ツ 、 スト ッ キ ング な ど と 呼ぶ 

E 色 で いう と き は . た ん に か ら だ の 人 色 だ け 
く <, た て が み , 尾 、 肢 (あし ) の 下部 の 
色合い も 含め て 特別 な 呼び 方 を する 

素 所 は 、 黄 企 色 か ら 赤 褐色 まで あり 、 尾 . 
肢 の 下部 が いく ぶん 色 が 濃い 。 全体 の 色合い 


げ ュ 9 げ 。 ば な くり し 


に より 栃 果 毛 、 傘 栗毛 、 尾 花 洒 毛 な ど と 呼ぶ 


アア だ WVZ だ ルー ア た SS 


鹿毛 は 明る い 人 金色 か ら 褐 色 ま で で , 全体 が 
赤み が か っ て いる が , た て が み . 尾 . 肢 の 下 
部 は 時 で ある 。 全体 に 黒っぽい の を 晶 鹿 毛 





























河原 毛 は クリ ー ム 色 か ら 亜 麻 色 まで の 黄色 
> ぽい も の で . た て が み と 尾 は 黒 、 福 色 , 
、 赤 な ど で あ る 。 背 に 鎧 線 が ある 
儲 は 至っ ぽい 灰色 か ら 明 る い 銀 色 ま で で 
全体 に 白 と 黒 の 毛 の ま ざ り 合い で ある 。 生ま 
れ た と き は まっ 黒 で 、 年 を と る に つれ て 白く 
な つて くる 

精 毛 は 白い 毛 に や 褐色 の 毛 が ま じ っ て い 
て , 全体 が ひと つの 色 に みえ る 。 黒 精 毛 、 赤 
精 毛 , 青 精 毛 な ど が ある 

青毛 は 全体 が まっ 黒 で 、 明 る い 部 分 の な い 
も の 。 品 や 謙 腹 な どの 明る い の を ブラ ウェ 

また 、 毛色 を 特徴 に し て つく りあ げた 品種 
が あり , こ の 場合 は 品種 の 名 が 毛色 を 表わす 

バ ロ ミ ノ (Palomino) は から だ は 人 金色 か 
ら 銅 色 ま で の 黄色 み が か っ た 色合い で 、 た て 
が み と 尾 が 白い 、 い わ ゆ る 尾花 栗 モ 

アバ ルー サ (Appaloosa) は , 白 や 褐色 の 披 
EE に 、 黒 や 黒褐色 の 攻 吉 が ある 。 斑 点 の 模様 
に よっ て いく つか に 呼び わけ られ る 

ビン ト (Pinto) は 、 白地 の 上 に 大 き な 斑 点 
が あざ や か な 模様 を 描い て いる も の 
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ウマ は 。 走る 速 さ に よっ て 和 常 歩 。 歩 、 弟 


歩 と いう 3 つの 項 本 的 な 歩 法 を 使い わけ る 


f っ 

常 歩 (walk) は , 4 つの 歩 期 に 区 別 で きる 
自然 な 歩 法 で ある 。 か ら だ の 前 半分 と 後半 分 
と が 交 に 上 下 し 、 四肢 (し し ) の うち 3 本 
が いつ も 地面 に つい て いる 。 肢 (あし ) が 地 
面 か ら 離 れる 順序 は , 石 前 肢 (ぜん し )、 左 後 
肢 、 左 前肢 、 右 後肢 で ある 。 速 さ は 時 速 6 一 
8 キロ で ある 

速歩 (trot) と 側 対 歩 (pace) と は と も に , 
前 に 跳 躍 を は さん だ 2 つの 歩 期 を 繰り 返す 歩 
法 で ある 。 ウマ は 2 つの 肢 を 同時 に 地面 に つ 
ナ て 体重 を ささ え ., 他 の 2 肢 は あげ た まま 進 
む 。 速歩 で は 対角線 上 の 前 肢 と 後肢 と を 同時 
こ あ げ , 側 対 歩 で は 同じ 側 の 前 肢 と 後肢 と を 
司 時 に あげ る 。 側 対 歩 は 、 ゾウ や ラク ダ で は 
あたり まえ の 歩 法 だ が , ウマ は 特別 に 調教 し 
な けれ ば な ら な い 。 側 対 歩 を する ウマ を ペー 
サー(pacer) と いい 、 からだ が 上 下 し な いた め 
に 帳 刈 競 走 用 に し た て られ る 。 この 歩 法 で の 
速度 は , 時 速 12 一 18 キ ロ で ある 

過 歩 (gallop). い わ ゆ る ギャ ロッ プ で 先 に く 
わし く 述 べた が , ウマ の も っ と も 速い 走り 方 
で ある 。 3 調歩 、 4 調歩 の 騙 歩 が ある が 常 
歩 や 速歩 と は 條 っ て 空中 へ の 蹴 忠 が 順 々 に 
ぅ うな が っ た よう な 歩 法 で ある 。 こ の 歩 法 だ と . 
人 問 を 乗せ た まま で 最高 速度 が 時 速 60 キ ロ 
以下 と いづ を ゆい べ ん な スピ ビー ド で 。 電 る と 
が で きる 。 





常 歩 は 、 も っ と も ゆっ くり し た 歩 : 法 で ある 
地面 か ら か ら だ 全体 が 離れ る こと 
つね に 3 本 の 肢 て 体重 を ささ え 
1 本 の 肢 だ けが 地面 か ら 離 れる 
安定 し た 歩き 方 で ある 。( 上 左 
/ ア 7 太く / た だ 


所 と 巴 歩 の 中 間 の ス 
に よる 競走 が あり 
歩 競 走 と は まっ た く 〈 違 


この 場合 の 騎手 は 馬 
因 馬 次 勢 を と る 
ア 7 / だ 7 だ ナツ 





巴 歩 は ウマ の も っ と も 速い 走り 方 で 

ギャ ロッ プ と も いっ て 時 速 60 キ ロ に も な る 。 
平場 競走 で の 騎手 の 姿勢 は 、 アメ リカ スタ 
あぶ み を 非常 に 短 《〈 し て 身 を の り だ し た 


俗 に いう モン キー 乗り で ある 。( 下 ) 
アア だ が 7 が すれ V 
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馬 人 術 


馬術 (equitation また は horsemanship ) あ る い 
は 乗馬 法 は 、 人 間 が ウマ に 乗り 始め て 以来. 
何 世紀 も の 間 の 経験 や 試行 を 積み 重ね た 結 巣 、 
よう や く 1 つの 技術 の 体系 を 避 え る よう に な 


) 


馬術 は 、 オ リン ピッ ク に 戦車 競走 を 取り 入 
れ た ギリ シャ 時 代 か ら 、 し だ い に 理 必 に か な 
> た 技術 に 成長 し た 。 た づな と 鞍 の 発明 で 馬 
兵 が 生ま れ 、 中 世 の 騎 士 は 馬上 で 長い 槍 や 合 
を 使い こなし た 。 や が て 崎 兵隊 が つく りあ げ 
られ , ウマ と 人 間 と が -- 体 に な っ た 新しい 武 
器 と し て 、 戦闘 の 中 心 に な っ た 

火薬 と 多 箇 の 発明 は 、 騎兵 を 戦闘 の 主役 か 
ら 引 き お ろ し た が ウマ の 改良 は 続け られ て 
スポ ボー ツ や 狩猟 に 適する 、 軽快 で 速力 の 速い 
も の を つく る 労力 が され た 


乗馬 学校 は 、16 世 紀 に イタ リア の フェ ラ 


= | 。、WIIII 
ラ と ナポリ に 創設 され た の が 最初 で 、 ーー ロロ li li 
ッ パ 全土 か ら 騎 士 を 集め た 。 その 後 各国 に 乗 逢 当 || 目 


「 馬 学 校 が で きた が , フラ ンス の ソー ミュ ー ル 日 上 上 | 
と オ スト リア の ウィ ー ン の 乗馬 学校 は , 今 
日 も な お 存続 し 、 技術 の 高 さ を 誇っ て いる 
ウマ の 串 ( く び ) は , た ん な る 飾り や か ぶ 
と を つけ る と ころ で は な く な り , 頭 は お も り 
に 、 頸 は て こと に みた て られ ,. この お も り を 上 
ド す る こと に よっ て 重心 を 前 方 後方 に 移動 
させ る と 考え られ る よう に な っ た 。 た づな さ 
ば き や, 騎士 が 体重 を 左 和 有 に 傾け る こと や ., 両 
脚 で 方 向 転 換 や スピ ー ド を あげ る な ど 、 科学 
的 な 説明 を 加え た 近代 馬術 と な っ て いっ た 
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問 。 馬 ) く だ り が ある 。 し か し 、 中世 の 騎士 た ち に 
と っ て 、 競馬 は スポ ー ツ や 娯楽 で は な く , 』* 
競馬 (horse racing) は 、 日 本 だ け で な く 本 し ろ 決 賠 の 1 つの 方 法 と いう 性 格 が 強かっ た 
場 の ヨー ロッ パ は も ちろ ん . ソ連 な ども 加え よう て ある 
た 世界 の 国々 で 熱狂 的 に 迎え られ て いる 。 し ) 一 ロッ パ で は し じ め て 定期 的 な 競馬 を ぢ え 
か し 、. 机 介 や 騎 乗 に よる ウマ の 競争 の 歴史 は ., だ し これ に 人 金貨 40 ポ ンド の 賞金 を つけ た の 
くく 訓 代 か ら 大軍 の 人 気 を ひき つけ て お り .、 は イギリス の リチャード 1 世 (獅子 上 上 ,。12 世 
人 ケ に に 始ま うだ た こと で は ほな い 。 吉 代 ロー マ や ピピ 紀 末 〕】 で あっ た 。 そ し て アラ ビア 馬 を 大 量 に 
ザン チン 常 国 で は . 勝負 の 粘 果 か ら 群 数 が な 輸 入 し た の も か れ で ある 
ぐり 合い を 始め 、 流血 の 惨事 に いた っ た と い 16 世 紀 に な る と . イギリス で 野外 横断 競走 
) 記録 が ある が 行なわ れる よう に な っ た が ., これ が 現在 の 
中 世に は 、 フラ ンク 王国 の シャ ルル 大 氷 の 障害 レー ス の 起源 と な っ た 
指揮 下 で 競馬 が 行なわ れ て いる 。 12 世 紀 の 騎 ィ ギ リス の ニニ ュー マー ケッ ト に 最初 の 競 還 
小説 『 エ ー モ ン の 4 人 の 息子 』」 に は 《 競 馬 場 を つく り 、 馬場 で 競走 する よう に 規定 し た 
に 勝っ て 400 マ ルク の 賞金 を せしめ た 》 と い の は ジュ ムズ 1 世 で 17 世紀 は じ め の こ ょ 


だ っ た サラブレッド の 血統 や 競走 成績 を 記 
奈 す る , 公式 の 登録 尊 (general stud book) を 
うく っ た の は イギリス の ウィ リア ム 3 世 で . 
17 世 紀 未だ っ た 

最初 の 競馬 クラ ブ は . 1750 年 に イギリス に 
で きた ッ ラ ンス で は 1833 年 に 競馬 クラ ブ が 
で き , 同時 に ウマ の 血統 訓 帳 と その 全 録 機関 
も で き あ が っ た 

日 本 で 西洋 式 の 競馬 が 行なわ れ た の は , 鹿 
応元 年 、 横浜 の 根岸 交 馬 で あっ た 。 古来 くら 
べ 馬 の 神事 で 、 藤 原 時 代 、 鎌 食 時代 に は , 随 
自 た ち が 投 を 競っ た 競馬 が あっ た 
現代 の 競馬 は 走る 距離 , 出走 馬 の 年 齢 、 
馬場 の 形式 〔 平 地 ま た は 障害 〕) な ど に よっ て 
競技 は 多く の 種類 に 分 けら れ て いる 。 その ウ 
マ は 大 部 分 サラ ブレ ッ ド で ある 

競馬 は 販 歩 読 走 だ が 。 1836 年 以来 。 速歩 
走 も 行なわ れ て いる 。 こ れ に は ., 牟 歩 を し な 
いよ うに 訓練 され た ウマ を 使っ て いる 





競馬 は 、 世界 じゅ う で み ら れ る 競技 で ある 。 障 寺 
- の 競技 が 、 ウマ の 品種 改良 に あげ た 功績 は この 競 


ある い は 野外 横断 競走 忠幸 
の 起こ り は 、 垣 や 堀 。 川 を 飛び 越え 





と 呼ぶ 1 人 乗り 二輪 馬 事 を 引 〈 競走 。 





きわ め て 大 きい 。 村 か ら 村 へ と 野原 を 競走 し た そ ぼ く な 競技 だ っ た 。 ララ シス 。 アメ リ / ク 連 な ど て 
40-18 そこ か ら 生 み だ さ れ た も の が 現在 の 障害 競走 は 設備 し た 障害 物 と ルー ル と で 人 気 の あ る スポ ー 
サラ ブレ ッ ド で ある 。( 上 ) 馬場 で 争わ れ て いる 。 (中 トロ ッ タ ー, ペー サー な と 特別 な ウマ を 使う 。( 下 
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馬術 競技 

馬術 競技 eduestrian game) は 、 は 障 
害 物 を 落 び 越 える 競技 で 、19 世 紀 の 終 わり に 
4 蔵 馬 の 競 技 、 6 一 12 
盛 馬 の 競 技 な どの 年 齢 別 競技 、 年齢 や 品種 に 
制限 の な い 無 別 競技 な ど , 各国 の 競技 団体 
が さま ざま な 規則 を つく っ て いる が .、 どの 場 
トル 以上 の 高 さ の 障害 物 を 


始ま っ た も の で ある 


全 で も 。 中 4 
6 一 8 個 、 猿 い 馬 場 に 並べ て 飛び 越 さ せる 
競技 は 、 - 般 に 個人 また は 上 体 の 対抗 で 行 な 
われ る 

隆 害 物 の 形式 に は いろ いろ ある が 、. 次 の 3 
つの 種類 に 分 けら れる 。《 高 さ の 欄 越 ) は 、 棚 
や 飛 な どの 垂直 な 障害 物 、《 幅 の 飛越 》 は 。 溢 
や 平行 に 並べ た 模 本 な ど を 用 い .《 高 さと 幅 の 
飛越 ) で は 、 土手 や 斜面 を つく っ た けり. 水 を 
た た えた 漂 や 3 役 に 並べ た 横木 の 勾配 を 加減 
し て 、 高 さと 幅 を 同時 に 出せ る よう に する . 
な ど で あ る 

《 総 合馬 術 競 技 は , 1921 年 に スト ッ ク ホ ル 
ム の オリ ン ピ ビッ ク 大 会 で は じ め て 行なわ れ た 
この 競技 は 、 向 じ 乗 馬 と 騎 子 と が . 3 日 間 に 、 


調教 競技 、 隊 宮 物 が 配 填 し て ある 野外 の 太 距 





離 競技 、 馬場 の 障 潮 競技 の 3 種目 を 、 連 絞 し 
この 競技 に 優勝 する こ 


と は ., 馬術 家 に と っ て の 最高 の 栄 准 で ある と 


C 行なう も の で ある 


いえ る 
ホホ [ 


ボロ (polo。) と は 、 ヤク の 皮 で つく っ た ポ 
ル を 意味 する チベット 諸 の フル (pulu) か ら 
き て いる と いう 。 こ の 競技 は . アジ ア で は 紀 
写 所 か ら 行 な われ て いて 、 イ ンド を 植民 地 < 
し た イギリス 人 が 、 18 世 紀 林 に ヨー ロッ パ バ に 
紹介 し た も の で ある 。 現在 イン ド ネ シア で も .、 
ボロ に 似 た 競技 が 行なわ れ て いる 

ホ ボロ の 競技 場 は 、 縦 275 メ ー ト ル 、 横 140 メ 

トル で 、 試合 時 間 は 7 分 30 秒 ずつ 8 ヒビ リオ 
ド に 分 か れ . 1 時間 続 く が 、6 ヒ ビリ オト の 試 
合 も ある 

1 チー ム は 前 衛 2 人 、 中 衛 1 人 、 後衛 1 人 
の 4 選手 か ら な り .、 マレ ッ ト と いう 工 字 形 の 
樋 で 木製 の 球 を 打ち 、 和 手 が の ゴー ル ( 幅 7.45 
メー トル , 高 さ 3.1 メー トル ) に 打ち こむ と 
合点 に な る 

下 洲 、 ボ ロ は 小型 の ウマ で ある ホ を 使 

ぅ > ゝ て お り ., 現在 で も ., 体高 148 セ ンチ 以下 に 
決め られ て いる .。 この ウマ は 、. 競走 用 と 知っ 
て ,。 出走 と 軸 時 に 高速 を 出す こと が 要求 され 
る 。 そ の うえ 選手 の 泊 し い 車 心 の 移動 に も 面 
え 、 とき に マ レッ ト で 打 た れ て も 平 表 さ を 失 
わな い 沈 着 さ も あわ せ て 要求 され る 


馬 術 競技 
乗馬 と 騎手 の 《 人 還 一 体 》 の 妙技 ヵ 
勝敗 を 決め る カギ に な る 
両者 の 呼吸 が ぴっ た り 合 う よ 
長い 問 の 訓練 を 経 な けれ ば な ら 


に な る ま て に は 
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種馬 牧 の た ! 早 兵 用 箇 二 を 補充 し 、 あ わせ て 和 無 計画 な 繁 











殖 を 防ぐ た めで あ / この 種馬 牧場 は フラ 
か つて ウマ の 飼育 は . 経 # ナ を た より ス 草 命 に よっ て 閉鎖 さ れ た が 。 1806 年 に ナブ 
行なっ て いた が や が て 国 が 管理 し 、 計画 K レオ 中 帯 が 再興 し 、 その 後 、 硬 馬 牧 場 の 
的 に 改良 と 繁殖 が 行なわ れる 特殊 な 産業 へ < 制度 は 現在 まで 続い て いる 
成 拒 し た 。 ウ マ と 軍事 目的 は 切り 郊 世 な が っ - こ で は 、 品 種 の 改良 。 生産 の 指導 。 種馬 
公 が な を よん て する の だ で が 0 呈 隊 9 衛生 管理 、 血統 書 の 作成 、 血統 右 帳 
る こと で も あっ た わけ で , また それ だ け に 外 の 管理 、 飼 育 者 へ の 助成 欠 の 給付 、 競馬 の 振 
- 対 し て 秘密 の 多い と ころ で あっ が イヌ mL な ど 、 ウ マ に 関す る さま ざま な 仕事 を 行 な 
な ど は 有志 界 的 な 組織 も ある が . ウマ の 場合 は 。 ご 
以上 の よう な 理由 で . 今 も っ て な か な か 国際 日 本 の 場合 。、 第 次 大 戦後 は 国立 の 種馬 牧 
北 関 が 生 まれ に くい よう な 状態 で ある 坦 は な く 、 直 在 の 競走 馬 の 育 成 や 繁殖 は 、 日 
ッ ラ ンス で は 国立 の 三節 牧 場 が で きた の は 本 中 央 競馬 会 の 牧場 や 民 問 の 牧場 で 行なっ て 
1665 年 で 、 う ち つ づく 戦争 で 消耗 し て し まっ いる 
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カラ ー ペ ー ジ 解説 


日 本 の 


種馬 所 と 種馬 牧場 


古い 時 代 の こと は と も る かく, 徳川 時 代 
に は 、 各 沙 が 各地 に 牧場 を 設け て 藩 用 の 
ウマ を 飼い 、 民 有 の ウマ は 自然 の 放牧 に 
ま か さ れ て いた 

明治 維新 以後 、 牧 場 の 多く の も の は 奉 
止 さ れ た り , 農地 に され た り し て 消 減 
し 、 残 っ た も の も ほとん ど が 放し 飼い の 
自然 放牧 で 、 格 別 の 改良 は 加え られ な か 
っ た 

ウマ の 改良 を 目的 と し た 牧場 が つく ら 
れ た の は 1872 (明治 5 ) 年 で 、 北 海道 新 
論 郡 七重 勧業 試験 場 の 開設 を 手始め と 
し 、1875 年 に は 千葉 県 に 取 理 種畜 場 、 
1876 年 に 北海 道真 駒 内 種畜 場 、 岩 手 県 
に 外山 、 葉 水 、 茨 島 の 3 牧場 、1880 年 に 
北海 道 新 鶴 牧 場 な ど 、 あ いつ いで 開設 さ 
4 だ 

この 間 に 、 民間 で も 1872 年 に 青森 県 に 
広沢 牧場 、 そ の 後 、 園 田 、 小 岩井 な どの 
牧場 が 設立 され る こと に な っ た が 、 1881 
年 の 統計 で は , 牧場 の ある 県 が 2 府 26 
県 、6000 頭 の ウマ が 飼 共 され て いた 


カラ ー ペ ー ジ 注 


[ 注 1] ひ づ め の 構 造 図 


ひつ うめ 0 明 面 


ひつ うめ の 縦断 面前 股 ) 
中 手 骨 

繋 骨 (第 1 指 骨 ) 
冠 骨 (第 2 指 骨 ) 
肉 完 

踏 完 

踏 骨 (第 3 指 骨 ) 
肉 葉 

踏 壁 

踏 叉 

せき 枕 

距 毛 

深 屈 肝 


A 踊 貴 
B 貴久 
C 踏 底 
D 踊 壁 


copcocnuom お < トト 5 一 











野村 普 一 


隆盛 だ っ た 軍馬 の 時 代 


し か し 、 本 格 的 な 牧場 が で き て 、 ウ マ 
の 計画 的 な 生産 が 始ま っ た の は 、 日 清 戦 
争 後 の 1896 (明治 29) 年 に 種馬 牧場 お よ 
び 種 馬 所 官制 が し か れ て か ら の こと で , 
奥羽 、 九 州 の 2 種馬 牧場 、 岩手 、 宮 城 、 
熊本 の 3 種馬 所 が 、 最 初 の 国営 の 機関 と 
し て 活動 する こと に な っ た 

1906 (明治 39) 年 、 日 露 戦争 の 経験 か 
ら 、 内 閣 直属 の 馬 政 局 が 置か れ て 、 日 
高 、 十 勝 の 2 種馬 牧場 、 長 野 の ほか に 5 
種馬 所 が その 監督 下 に は いり , さら いじ 県 
立 、 民 有 の 牧場 が 加わ っ て 馬 産 は 大 い に 
振興 し 、1941 (昭和 16) 年 に は 実に 100 
万 頭 の 軍用 適格 馬 が 全国 に くま な く 飼 伏 
され て いた 


戦後 は も っ ぱら 競走 馬 


し か し 、 終 戦後 は 国営 の 種馬 牧場 、 種 
二 所 は こと ご と く ウ マ の 飼養 を 放棄 し 、 
ウシ , ブタ 。 ヤギ, ヒツジ な どの 家畜 の 


[し 注 2 〕 ウマ 属 ウマ 科 に は ウマ 怖 1 
つ だ けが あり 、 ウ マ 、 ロ バ 。、 シ マウ マ の 


3 つ に 分 けら れる 。 現存 する ウマ は ,、 家 
ウマ と ブル ツェ ワル スキ ー ウ マ の 2 種類 
で あり , 前 者 に つい て は 200 以上 の 品種 
が ある 。 

[ 注 3 ] 野生 馬 ・ 半 野生 馬 現存 する 
野生 馬 は プル ツェ ワル スキ ー ウ マ だ け 
で , た か だ か 数 十 頭 し か いな い 。 ア ジ 
アア デリ カ 。 ア フリ みな が で 計 王 毅 に 
野生 馬 と 呼ん を で いる も の は 、 家 ウマ が 人 
間 の 手 を 離れ て 山野 に 生息 し て いる も の 
で , これ を 半 野 生 の ウマ と し た 

し 注 4 〕 ウマ の 骨格 図 。 右 の 図 。 人 間 
の か ら だ の 構造 と 比較 し て みる と 、 ひ ず 
め が つ めで あり , 指 骨 , 中 骨 が 指 に 当 た 
り 、 中 手 骨 、 中 足 骨 は 手足 の 甲 の 骨 で あ 
る 。 村 骨 (と うこ つ ) は 腕 の 前 腫 、 腔 骨 
は 脚 の すね に 相当 する 。 上 腕骨 が 上 肢 、 


側 対 歩 








| 


改良 繁殖 に 専念 する こと と な り , ウマ に 
関す る 改良 ・ 生 産 は まっ た く 政 府 の 手 を 
離れ て 民間 の 事業 と な っ た 

現在 で は 農業 用 馬 の 生 産 の た め の 中 央 
団体 と し て 日 本 馬 事 協会 、 競 走 寺 の 生産 


ウマ の 進化 


貴 孔 動物 の うち 、 比較 的 よく 進化 の 過 
程 が 究明 され て いる の が , この ウマ と ゾ 
ウ で ある 。10 億 年 ほど 前 に 、 海 に 生命 が 
生ま れ て か ら 、 今日 地球 上 に すむ 路 乳 動 
物 の 祖先 の すべ て が 、 この 世に 現われ た 
の は 、 新 世代 [ 約 7000 万 年 前 より ] に は 
いっ て か ら で , 暁 の 馬 (dawn horse) 
と 呼ば れる ウマ の 祖先 エ オ ヒッ プス p- 
zes が 北ア メリ カ 大 陸 に 、 ヒ ラコ テ 
リウ ム 如 yzgco が ez が ヨー ロッ パパ 大 
陸 に 現われ た の も この ころ で ある 

この 2 つの ウマ の 祖先 は , 上 あご に 4 
つの 突起 の ある 症 歯 。 肢 に 4 指 3 年 [前 
肢 の 脂 が 4 本 、 後 肢 の 脂 が 3 本 ] を も つ 
キツ ネ は ほど の 大 き さ の 動物 で あっ た 。 ヒ 
ラコ テリ ウム は まもなく 絶滅 し エ オ ヒ 
ッ プ ス の み が 、 北ア メリ カ 大 陸 の 森林 の 
動物 と し て 生き 残っ た 

エ オ ヒッ プス の 子 老 は 森林 を 抜け だ し 


大 腕骨 が も も の 部 分 と な る 。 手 根 骨 。 足 
根 骨 の 部 分 が 、 人 間 の 腕 (いわ ゆる 手首 
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[ 注 5 ] ウマ の 基本 的 な 歩 法 と 中 跡 図 
な みあ し 。 は や あし か け あ し 
ト の 図 。 常 歩 、 速 歩 、 側 対 歩 、 騙 歩 の 股 
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私 た ちの 仲間 





の た め の 日 本 軽 種馬 協会 、 軽 種馬 登録 協 
会 、 競馬 の 施行 の た め の 日 本 中 央 競馬 
会 、 地 方 競馬 全国 協会 な ど が あっ て , ウ 
マ の 生産 、 利 用 に 関す る いっ さい の 業務 
を 行なっ て いる 。 一 


て 草原 に すみ つき 、 始 新 世 [5500 万 つ 
3800 万 年 前 ] の 中 期 に は オロ ヒッ プス 
Ozo ヵ cn、 エ ビ ヒ ッ プ ス 7 が ps な 
ど が 現われ ., 洒 新 世 [3800ー2800 万 年 


前 〕 に は , コリ ー 犬 ほど の 大 き さ に な 


り 、3 指 3 貴 の 動物 に 変わ っ て いた 

中 新 世 に は メゾ ヒッ プス /7eso 太 の が zy 
か ら 派 生 し た アン キテ リウ ム 4zc7e- 
7 や ヒポ ヒッ プス 太 oo が 、 当 
時 陸 つ づき だ っ た ベー リン グ 海 峡 を 渡っ 
て ユー ラ シ ア 大 陸 に ひろ が っ た が と も 
に 絶滅 し 、 バ パラ ヒッ プス P ア gzg 太 sy の 
み が 北 アメ リカ 大 陸 に 生き 残り 、 中 新 世 
の 前 期 か ら 中 期 に わた っ て 繁栄 し た 


北ア メリ カ に 現われ た 祖先 


メリ ヒッ プス ezy な Zs は 北ア メリ 
カ 大 陸 の 中 新 世 の 中 期 と 後期 の 草原 の 動 





の 部 分 ) と か か と と に 相当 する と ころ で 


ある 


SN 


さ 


グ 





の 音 地 順 と 進行 方 向 と を 示し て いる 。 陣 
(野村 普 一 ) 


ざ 


※ 踊 跡 の 実線 は 着地 を 示 し 、 破 線 は 離 地 を 示す . ぶ 数 字 は 着地 の 順 を 示す ※ 常 歩 は 4 つの 音 が 聞こ えて 1 歩 ( 4 調歩 )、 速 歩 は 2 つの 音 で 1 歩 ( 2 調歩 )、 由 歩 は 3 つの 音 で 1 歩 ( 3 調歩 ) で ある 
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私 た ちの 仲間 


| と ク グマ と 2 ス の イン シシ 
の イノ シシ に 


が ツ シ 

に ぶ い 音 が し た , 

津 身 の 力 を こめ て 振り お ろ し た 棒 は 
どん べ え の 右腕 に 食い こん だ 

一 死ね / 


陣 さ ず 、 正 直 に 書 こ う 。 そ の 時 の 僕 の 


怒り は 、 ど ん べ え を ぶち 殺し か わな いる 
の だ っ た 。 手 を か け て 愛育 し て お き な が 


ら 、 棒 に は 愛 な ど ひ と か けら も こめ られ 
て いな か っ た 。 僕 の か ら だ の 半分 ほど の 
体重 を 持つ 小さ な 命 へ 、 僕 は 、 死 ね と ば 
か り に 棒 を 振り お ろ し た の だ 

棒 が 右腕 に 当たっ た の が せめ て も の 幸 
WO だ つう 7 た る 

まる で バネ 仕掛 け の 人 形 。 ど ん べ え は 
真 上 に と び 上 が り 、 そ れ か ら 転 げ る よう 


も ん どり を 打っ た 。 頭 か ら 前 へ 突っ こ 
み 、 く る り と 回 転 する 。 

それ か ら 急 いで 走 ろ うと する が 、 右手 
が まま な ら ぬ 。 だ ら り と し , 力 が 入ら な 
い 。 そ れ で も 必死 で 左手 だ け で 床 を 扱 
き 、 向 か っ て 右 際 へ うず くま っ て し まっ 
7 

僕 は 興 益 し て いた . 

や っ て や る , 殺し て や る 」 

そう 咳 き な が ら 去 関 の 辺り を うろ うろ 
し て いた 。 か ら だ 中 が 空 に な っ た 感じ が 
し て 、 何 も 考え られ ぬ 。 痛烈 な 喧嘩 の 後 
の 完 し さ が 、 心 の 中 と は 逆 の 言葉 に な っ 
て ゆく 

こん ちく じょう , っ 親 す ぞ 」 

その 騒ぎ を 聞き つけ , ウマ 小屋 か ら す 





ご めん な 、 ど ん べ え 」 
畑 さ ん の 声 に 応じ て 
彼女 は お ず お ず と 
口 を 差し 出し て きた 
路 だ 、 信 じ ら れ ぬ 
僕 は 窓 か ら 外 を 見 て いた 。 ど うし て ど 
ん べ え の 涙 が 見 られ よう か 、 あ っ ち へ ゆ 
け , お れ を ひと り に させ て くれ 
本 当 だ よ , 見 足 
「 う る さい 」 
見 た 方 が いい よ 、 どん べ え の 涙 を 」 
葛 は そう 言っ て 、 カメ ラ に 手 を 触れ よ 
うと も せ ず に , 夕暮 れ 迫 る 戸外 へ と 出 て 














を あさ っ て いる 


雨 も よい の 却 。 水鳥 は お ぼろ に か すん 


だ シル エッ ト 

ヒグマ が 泣く な ん て , 僕 は 信じ られ な 
か っ た 、 解 剖 学 的 に も 、 涙 腺 の 存在 は 人 
定 さ れ て いる 。 

どの 位 経っ た ろう か 

僕 は や っ と の 思い で 後 を 振り 返っ た 。 
か ら だ を 回 転 さ せる だ け の 動作 が 、 数 百 


に 家 の 中 に 入っ た . っ と ん で きた 弟 が 言っ た | いっ た 。 子 ウマ が 生ま れ , 鳥 に は また 動 里 歩 け と 命令 され た か の よう に し ん どか 

逃げ る の か 」 見 あみ 、 ど ん べ え が 泣い て いる ぞ 」 物 が 増え 、 夕 暮れ に は 仕 事 が 多い の で あ | っ た 

に お う 

僕 は 棒 を 持っ た まま , 去 関 に 仁王 立ち バカ な 」 る 僕 は 見 た 

に な っ た 。 本 当 だ 。 見 ろ よ 、 目尻 か ら 1 セン チ ば 窓 の すぐ 向こう に は 海 が ある 。 人 夜 の 気 どん べ え を 
た は い えさ 
中 に 入っ た どん べ え は , 2,3 歩 進ん で か り 、 黒い 涙 が 和 廿 れ て いる 」 配 が 青い 静けさ に な り , 水鳥 が 最後 の 餌 部 屋 の 隅 。 暗 が り 、 そ こ に いた 。 
カラ ー ペ ー ジ 解説 

ES の 鮮新 世 前 期 に 現われ た 3 指 3 中 の ロバ 大 陸 に ひろ が り 、 遠 く ア フリ カ ま で も $ 分 現代 の ウマ 科 の 動物 で ある ウマ , ロ 


物 と し て 大 い に 栄 え 、 現 代 の ウマ の 直系 
の 祖先 と いわ れる ほど に 日 歯 の 発達 し 
た 、 小さ な ロバ ほど の 大 き さ の 動物 に な 
っ た が 、 な お 3 指 3 貴 で あっ た 。 
鮮新 世 [1200 万 一 300 万 年 前 ] に 現 わ 
れ た ヒッ パリ オン 7pZgzo2 は 、 ユー 
ラ シ ア 大 陸 に 渡り 、 遠 く ア フリ カ 大 陸 に 
る 分 布 し た が 、 や が て 絶滅 し た 。 ブ リオ 
ヒッ プス P ア Zoos は 北ア メリ カ 大 陸 


マ 


大 の 動物 で 、 体 形 や 歯 は 現代 の ウマ と は ほ 
ぼ 同 じ で あっ た 。 プ リオ ヒッ プス か ら 枝 
分 か れ し た ヒビ ディ オン poz は , 
現代 の ウマ と 同じ く , 前 後肢 と も に 指 が 
1 本 で あっ た が 、 最 新 世 に 南ア メリ カ 大 
陸 に 移動 し て 絶滅 し た 

北ア メリ カ 大 陸 に 生き 残っ た 1 指 1 中 
の エク ウス Z4zg は 、 や が て ベー リン 
グ 陸 橋 を 渡っ て 、 ア ジア か ら ヨ ー ロ ッ パ 





の 進化 





北ア メリ カ 大 陸 


南ア メリ カ 大 陸 
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佑 し て 、 今 日 200 種 以 上 に 及ぶ 家 ウ マ の 
祖先 と な っ た が 、 逆 に アメ リカ 大 陸 か ら 
は まっ た く 姿 を 消し て し まっ た 。1492 年 
コロ ン ブ ス が アメ リカ 大 陸 を 発見 し 、 ス 
ベイ ン 二 を 移 殖 す る まで は , この 大 陸 に 
ウマ を 見 る こと は で き な か っ た 


ウマ の 生涯 


まだ 寺 の 消え な い 北 海道 の 牧場 に 、 子 
を 連れ た 母 ウ マ の 姿 が 見 え 始 め る 。 ウマ 
の 出産 は 4、5 月 を ビー ク と し た 存 に 集 
中 し て いる 

ウマ の 妊娠 期間 は 11 か 月 で 、 生 まれ る 
と すぐ 立ち あがっ て 歩き だ す 。 上 離乳 する 
の は , 生後 5.6 か 月 た っ た 秋 で 、 し だ 
い に 母 親 か ら 離 れる よう に な る 。 そ し て 
離 孔 期 を は さん だ 何 か 月 か は 発育 最盛 期 
で 、 か ら だ の 骨組 みや 内 臓器 官 な ど が 急 
速 に 発 達 する 。 飼 料 は 、 胃 が 小 さい た め 
に 幾度 か に 分 け て 与え られ , くだ いた エ 
F し 草 、 切 り わ ら , 青 
量 な どか ら な っ て いる 

ウマ の 年 齢 は 、 数え年 で 数 える 。 在 に 
生ま れ た ウマ は 、 そ の 年 は 当 歳 と いっ て 
1 歳 で あり 、 正月 が くる と 2 歳 に な る 

中 央 競馬 で は , 生後 、 満 24 か 月 以上 た 


ジジ の 。 ダグ 久 マ 。 





| 


バ 。 シマ ウマ は ,。 アジ ア , ヨー ロッ パ お 
よび アフ リカ に 生存 し た エク ウス の 子 係 
た ち で ある 

図 は ,、 暁 の 馬 エ オ ヒ ッ プス か ら , 現代 
の ウマ の 祖先 エク ウス に 進化 し た 経過 を 
示し た も の で ある 。 画 


っ た ウマ で な いと 走れ な いこ と に な っ て 
いる か ら 、 3 歳 の 6,7 月 ご ろか ら レ ー 
ス に 出る こと に な る 。 年 々 、 新しく 走る 
ウゥ ウマ, すなわち 新 馬 の 数 は ふえ て お り 
1971 年 に は 、 東西 で 2000 頭 が 新 馬 の 登 
録 を 受け た 。 そ の と き の 登 録 馬 の 数 は 全 
部 で 約 4500 頭 で あっ た 

3 歳 は まだ お と な に な りき っ て いな い 
の で , 3 歳 ど うし の レー ス を する 。 お と 
な に な る の は 4 歳 で 、 ス ピー ド も で き , 
多く の レー ス に 出 ら れる 。 競走 馬 の 最 高 
潮 は 5 歳 の 秋 で 、 6 歳 の 看 か ら 下 降 線 を 
た どる 。 大 部 分 は 6 歳 の 春 に 姿 を 消し て 
いく 。 実績 を 残し た ほん の 少数 の も の だ 
けが 人 種馬 と な る . 乗馬 が 新 馬 と し て 競技 
に 使わ れる よう に な る の は , お よそ 5 歳 
か ら で あ る 。 ウ マ の 存命 は 、25->30 歳 で 
ある 。 画 














どん べ え が いた 。 生 き て いる どん べ え 
が いた 

し か し 、 何 と いう 記 れ な , 変わ り 洒 て 
た 姿 で あろ うか 。 ど ん べ え は か ら だ を 最 
小 限 に 縮め て 牌 り 、 そ の 真正 面 に 顔 を す 
えて いた .。 品 が 床 に つく 位 で 、 逆 三角 形 
の 子 グ マ の 顔 だ けが 、 壁 に た て か け て あ 
る 感じ が する 

目 は 伏せ 、 生 気 が な い 


声 が つま っ た 
、 棒 が 当たっ た どん べ え の 右 の 
腕 は 、 前 iekx ぐ 2 だ あぁ 力 
ぶ そ っ くり の ふく ら み が 出来 て いる 
「 折 れ た か 、 骨 が 。 お 前 を 片 輸 に し た の 


爪 さえ 欠け ぬ よ う 注 意 し て きた どん べ 
え を 、 右 手 の き か め ぬ 旧 輸 に し た の か 
僕 は ジャ ン パ ペー を 脱い だ 

ね え 

と , 妻 が 僕 の 手首 を つか まえ 、 

「 行か な いで 。 気 分 が 落ち 准 く まで 待っ 
て ちょ うだ い 

「 ここ で あな た に 怪我 を され た ら 、 ど う 
な る だ 思う の 。 ね , 出来 た こと ば 件 方 が 


な いわ よ 。 静 か に 成 ゆ き を 見 守り まし ょ 
9 
僕 は 黙っ て いた 。 も の を 言う と 、 涙 が 


こぼれ そう だ っ た か ら 

それ で も 、 傷 の 具合 を 調べ ず に は お れ 
な か っ た 。 玄関 で わめい て いた あの 数 分 
前 まで の 興 稚 が 残っ て いた ら 、 見 位 な く 





な る か も し れ ぬ 。 が ,、 それ で も いい 。 む 
し ろ そ の 方 が 気 が 晴 れる だ ろう 。 こ の 手 
で お 前 を 打ち すえ た の だ か ら 

僕 は 雪 を 振り 切っ て どん べ え の 前 に 季 
っ 『 で 計っ だ 

痛かっ た か , どん べ え 

答 は 返っ て こない 

めん な 。。 ん べ え 

僕たち の 顔 は 、 互 い の 思 が か か る ほど 
近く に あっ た 

どん ベル. 

何 度目 か の 呼び か け に 応じ て 、 ど ん べ 
え は 左手 を 僕 の 膝 に か け 、 お ず お ず と ロ 
を 差し 出し て きた 
「 そ ぞう か 、 そう か 

僕 が アグ ラ を か き 、 
め て や っ た 

する と どん べ え は ,、 か ら だ 全体 で 甘え 
を 示し , 小 きざみ に に じ り 寄 っ て きた 
そし て 僕 の 舌 を 無心 に 吸い 始め た 

ち ぐ しょ う 。 靖 け で くる ぞ 。 

涙 が 滝 に な っ た 。 と め て と ま ら め 涙 
に な っ て 流れ 落ち 、 類 か ら 口 へ 入り 、 
それ を どん べ え が 誠 め た 

接 補 を か わし な が ら 、 僕 は どん べ え の 
右手 を 持っ た 

や は り 腫 れ て いた 。 内 出血 だ ろう か , 
骨折 だ ろ ウ か 

そっ と 撫で て みる 。 どう 
いよ うに と いのり な が ら 

う 、 何 も 考え られ な か っ た 。 僕 は な 
手 で どん べ え の 右腕 を 持ち 、 右 手 で さす 
り 続け た 

その 間 も ど ん べ え は 、 い よい よ か ら だ 


舌 で 彼女 の 口 を 誠 


か 骨折 で は な 





を 害 さ , 僕 の 口 を 吸い つづ けた . 

クマ の 2 それ が 会 
の 口 の 中 で や わら か く 動 き 続け た 

ロ の 彫り に 生え て いる 粗 毛 が 、 特 を 
くす ぐる 。 上 光 の 下 が む ず が ゆ さ を 通り 越 
し て , 痛く な っ た 

次 第 に 僕 は 妙 な 気分 に な っ た 。 当代 一 
の 美女 、 そ れ も 接 史 の 名 手 に 、 正 面 か ら 
と りつ か れ て いる 感じ が し た 

動物 は 人 の 口 を 好む も の だ が 、 こ れ ま 
で 一 度 も 性 的 な 感じ を 持っ た こと は な か 
っ た 。 け れ ど も これ ほど 長い と 、 ち ょ っ 
びり 性 的 な 快 さ が な くも な い 
不思議 だ っ た 。 し ば らく さす っ て いる 
うち に , どん べ え の 腫れ は あと か た も な 
く 消 え 失 せ て し まっ た 。 と 同時 に 、 どん 
べ え は 眠気 を 誘わ れ 、 僕 の 口 を 吸い つつ 
目 を つむ っ て 上 誠 魔 に 身 を 任せ て し まっ た 


の だ っ た 


雨 も よい の 夕暮 れ 





私 た ちの 仲間 





僕 は その 背 を な で な が ら 妻 に 報告 し 
だ 

3Vv、 よ よく な っ た よ 

レ 

治っ た の さ 

- そう 。 良 か っ た わ ね 

ああ 。 心配 させ や が っ て , こい つ 」 
万 感 が 胸 に 迫っ て , 僕 は 夕食 も 忘れ 、 
どん べ え を 抱き 続け て いた 。 戸 外 は す で 
に どっ ぷり 暮れ 、 風 に 驚 いた カモ メ が 、 
と きど き 素 輌 正 な 声 で 騒ぐ 

と 、 妻 が 言っ た 


わた し , 2, 3 日 、 霊 多 市 へ 行っ て く 
る わ 

え ? 

見 て られ な い の よ 。 あ な た と どん べ え 
の そん な 姿 か 


こう し て その 人 和 夜 か ら , 僕 は 1 人 の イノ 
シシ に な っ た 。 玉 








文 と え 串田 孫 一 


谷川 馬 が こ ん な に 賑やか に な ら な い 頃 
は 、 熊 を ね ら っ て いる 猟師 に よく 出 あっ 
7 単 へ 下り ず に 、 1 人 で 山中 に 頑張 っ 
て いる 。 彼ら は 、 猟 師 で な い 私 に は 、 熊 
の いる 穴 の 位置 を ずい ぶん 詳し く 話 す 
その 穴 の 上 に 、 熊 に 感 ず すか れ な いよ うに 
し の び 寄 っ て ,、 出入 り の 時 を ね ら う と 言 
っ て いた 

ある 猟師 は 私 に 鉄砲 を 見 せ 、 銃 身 が こ 
ん な に 曲がっ て いる の で ,、 どう も まず 

、 鉄 砲 を 持っ て いた ら 安 く 譲っ て くれ 
な いか と 言っ た 。 と も か く 彼 ら は 熊 に 関 
係 の ある 話し か 出来 な い 


新潟 県 の 山中 の 温泉 宿 の 年 寄 は 、 も う 
自分 は だ め だ が と 言っ て , 昔 の 話 を ひと 
晩 中 きか せる 。 兄 ふ た り で 熊 狩 り を し 
て いる 時 、 穴 に 向け て 一 発 撃っ た が , 手 
ご た え が あ っ た の で 、 死ん だ も の と 思っ 
て 穴 へ 入る と 、 熊 が 待ち 構え て いて 格 閲 
に な り ,、 組み つい た まま 和 谷 に 落ち た 。 そ 
の 時 の 熊 の 爪 あ と が 120 ある と 言っ て 裸 
に な っ て 見 せ た 。 120 の 傷 が 一 斉 に 痛む 
の だ か ら 、 地 獄 で 団 に いじ め ら れ て いる 
よう な も の だ と 話し て いた 

信濃 川 の 支流 に な る が , 中 津川 の 上 流 
の 山 へ よく 通っ た 。1958 年 の 2 、3 、4 月 
と 積 革 の 多い 頃 に よく 出かけ た 。 谷 に 入 
っ て か ら 幾 つか の 部 落 を 通る が 、 次 第 に 
顔見知り が 出来 た 。 そ の 部 沙 の 1 つ で 休 
ん で いる 時 に 、 2 匹 の 子 態 が 犬 と じゃ れ 
て 遊ん で いた 。 そ れ は まこ と に 可愛 らし 
か っ た 

や は り 猟 師 が 親 態 を 撃ち 殺し た 時 に 、 
盆 に いて 見 れ な いそ の 2 史 を 連れ て 来 て 
飼っ て いる の だ まだ に 入れ る 必要 ? り 
な く , 雪 の 上 で ころ げ 回 っ て 遊ん で い 
た 。 抱 き あ げ て みて も 軽く 、 あ ば れ も せ 
ず 、 両 腕 に 1 匹 ず つ 抱 く と 、 私 の 類 を 


左 か ら 、 な まあ た た か い 舌 で 盛ん に な め 
7 

私 は こう いう 種類 の 幸福 を 味わっ た の 
は は じ め て で 、 有 拓 天 に な っ た 。 山 を 
歩き な が ら 、 山 の け も の た ち を , 一 度 も 
殺 そ うと 思っ た こと は な い の に 、 彼 ら は 
必ず 逃げ る 。 見 る と お り 1 人 じゃ あな い 
か 、 両 手 を あげ 、 ほ ら 何 も 持っ て いな い 
じゃ あな いか 、 そ う 言 いな が ら 幾 ら 説明 





1958 年 3 月 、 新 潟 県 中 魚沼 郡 大 赤沢 に て 


を し て も みん な 逃げ て し まう 。 だ が 今 
は 、 両 手 に 1 此 ず つ 熊 を 抱い て 、 熊 は 私 
を な め て くれ た 。 私 は それ か ら 山 奥 へ 守 
を 踏ん で 入り な が ら 、 こ の 匂い を 残し て 
お け ば 、 ど ん な 熊 に SN て も 、 何 と か 
話し あい が つき そう に 思っ た 

それ が 危険 な の だ と ある 人 が 言っ た 
が 、 ど うる 諦め 切 れ な い 、 あ る 時 、 私 は 
熊 と 人 間 の 子供 が 仲よく な る 童話 風 の 話 
を 書い た が 、 こ ん な 話 を 読ん で 育っ た 子 
供 が 大 きく な っ て , 山 で 熊 に や られ る よ 
うな 事件 が 起こ っ た ら 、 君 も 責任 を と る 
つる りな の だ の う ね ら 言わ れ た と ちや ぶ あめ 
る 。 ど う も る 私 は 熊 に 関し て は 叱 ら れる め 
ぐり 合わ せ に ある らし い が 、 人 金太 郎 の よ 
うに 大 き な 熊 に また が っ て , 山 か ら 下り 
て 来る よう な こと が 何と か 出来 な いも の 
だ ろう か 

山 で は 想い 出し て みる と 、 数 回 は 熊 を 
見 か け て いる が 、 い ずれ も 100 メー トル 
以 ト 上 は 離れ て いた 。 ち ら っ と 見 た だ け で 
工 を 分 け て 行っ て し まっ た り , な か ば 二 
に うま っ て 器用 に 走る と ころ を 見 せ た り 
し た が それ 以上 こち ら に 遇 味 を 示し 
は くれ な か っ た 。 画 (哲学 者 ) 
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こう し た 散歩 の あと に 事件 は 起こ っ た 
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私 た ちの 仲間 








英語 で は “Water Deer* すなわち 
「 水 の シカ と 呼ば れ て いる 。 中 国 の 揚 
子 江 流 域 や 韓国 の 大 き な 川 の 河原 な ど 、 
丈 の 高い 草 の は えた と ころ に 生 四 し て い 
2 

シカ の 仲間 だ が 、 雄 に も つの が な く 、 
その か わり に , 雌雄 と も る に 上 あご の 犬歯 
( き ば ) が 大 きく ロロ の 外 に は みだし て 
見 える 。 と くに 雄 の き ば は 大 きく , ナイ 


フ の よう な 武器 に も な っ て いる 


ふつ う シ カ の 仲間 は , 1 産 1 子 の も の 
が 多い が 、 こ の キバ ノロ は 例外 で , 1 産 
で 2 .,3 頭 、 多 いと き に は 7 頭 に も 及ぶ 


多 産 ぶり を 見 せる 。 ま た ,、 ふつ う の シ カ 


2 本 


多摩 動物 公園 
は 立っ た まま 乳 を 飲ま せる る の だ が 、 キ 
バ ノ ロ は 、 イ ノシ シ や イヌ の よう に , か ら 
だ を 横 た え て 乳 を 飲ま せる こと が ある 
その た めか 、 キバ ノロ の 赤ん坊 は 、 乳 
を 飲む と き に 前 肢 を ば た つか せ 、 母 親 の 
孔 ぶ さ を 押す し ぐさ を する 。 人 工 保育 で 
あっ て も 、 喧 乳 の 際 は 同じ よう 動作 が 
観察 で きる 
きわ め て 神経 質 な 動物 で 、 寂 殖 期 に は 
肉 が き ば を 鳴ら し な が ら 、 人 間 に 立 ち 向 
か うこ と も よく ある 。 現 在 。 多摩 動物 公 
園 に いる も の は 、 韓国 の ソウ ル 動 物 園 か 
ら 、 動物 商 の 手 を 経て 送ら れ て きた も の 
で ある 。 画 (飼育 課 係長 ・ 小 森 万 ) 








作出 の ひろ ば 


わが 家 の リ ス 
広島 に いた と きのこ と で す 。 そ の 日 は 
朝 か ら そ わ そ わ と , 子ども の 帰り を 待ち 
わび て いま し た 。 子 ども が お 友だち の 家 
で 生ま れ た リス を も ら っ て くる の で す 
「 お か あさ ん , お か あさ ん 」 と わが 家 へ 
駆け こん で くる 子ども の 声 。 手 に し た 箱 
を の ぞ く と , リス の 大 き な ま っ 黒 な 目 が 
見 えま し た 。「 か わい いで し ょ う 。 お 風 
中 に いれ る の で すっ て 。 食べ物 は アサ 
( 麻 ) の 実 と ヒマ ワリ の 種 」 と , 子ども 
る 興 答 し た 声 で 話し つづ け ま す 

その 晩 の 大 騒ぎ だ っ た こと 。 リ ス だ け 
が お と な し く , まわ り ば か り が 騒い で 
まし た 。 か ら だ を つか ん で お 湯 の な か に 
NEAG 2 の OC25Y 白人 だ (の 0 の ESS5/C 7 を 
で っ いつ まで や る. 包 持 よ さぞ で う @ ぐ た 。( よ 
く ふ いて 外 に 出す と , 毛 が ち り ち り し て 
2 の (見 まだ た ft ども の セー クー 
の な か に も ぐり こん で , 首 を 出し て あ た 
り を な が め る 姿 に , 思わ ず 手 を 打っ た も 
の で す 。 子 ども か ら リ ツ コ と いう 名 まえ 
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を る らい , わた し た ちと いっ し ょ の 生活 
が 始ま り ま し た 。 

ある 日 の こと , 主人 が 飲ん で いた 高 血 
圧 症 の 薬 を な め て し まい まし た 。 体 温 が 
ト が り 死 ん だ よう に 眠り つづ け ,、 い くら 
大 声 を 出し て も 起き ませ ん 。 わ ら の 巣 に 
綿 や ボロ を 入れ て 暖 め て や り ま し た が , 
目 を 離し た すき に 異変 が あっ て は と , 結 
局 胸 の な か に 入れ て 1 日 じゅ う 暖 め つ づ 
け ま し た 。 夕 暮れ に な っ て , リツ コ は 急 
作 起 きだ 6 よく 上 刀 っ な だ で る いう が う 
に 伸び を し て 水 を 口 に し まし た 。 思わず 
わた し ゃ に リツコ よかっ た ね と 呼び か 
け で いま し た 

転勤 で 広島 を 離れ る と き , フラ ン シ ー 
え ヌ を 歌う オカ メイ ンコ は 人 に あげ まし た 
が 、 リ ツッコ だ け は 手放せ ずい っ し ょ に 上 
京 し まし た 。「 お か あさ ん の 子ども みた 
い 」 ど いわ れ ま す が 。 リツ コ は わた し の 
こと ば が わか る みた いで す 今 は か わい 
い リ ス の お むこ さん も き て ,、 キン ギョ 鉢 
で 顔 を 洗っ た り , お 仏壇 の お 果 子 を か じ 
っ て ころ が げ 沙 ち た り , 
日 で す 。 画 

(三鷹 市 ・ 松 田 千代 子 ・38 歳 ・ 主 婦 ) 


元気 は つら つ な 毎 








高橋 達 志郎 


< 問 > ジュ ウシ マツ の 飼い 方 を 教え て く 
だ さい , 

(北九州 市 ・ 花 田 裕 元 ・10 歳 ・ 小 学生 ) 
< 答 > ジュ ウシ マツ ( 十 姉妹 ) は 、 飼 い 
鳥 の な か で は も っ と る ゃ 人 容易 に 巣 引 き の で 
きる 種類 で 、 こ の 鳥 の 巣 引 き は 、 他 の い 
ろ い ろ な 小鳥 の 巣 引き の 基本 と な る と 思 
っ て よじ で よう 

ジェ ュ ッ ウシ マツ は 犬 きぐ 
ツ 系 と 茶 ジ ュ ウ シマ ツ 系 に 分 けら れ ま す 
が ,、 それ ぞ れ か ら 公 変わ り が 出 て 、 並 ジ 
小 斑 ジ ュ ウ シマ ツ 、 
ハバ ナ 、 


黒 ジ ュ ウ シマ 


白 ジ ュ 
三 毛 ジ ュ ウ シマ ツ 。 
芸 物 ジ ュ ウ シマ ツ な ど が あり ます 。 

① 巣 引き に 必要 な も の 

庭 箱 は ジュ ウシ マツ 用 の 木製 の も の を 


ュ コウ ジマ ツ : 
ジマ ツ 。 


使用 し ます が , カナ リヤ 用 で も , 金 か ご 
で も で き な い こと は あり ませ ん 。 庭 箱 の 


中 に は , 木製 また は わら 製 の つぼ 巣 、 近 
ご ろ で は 、 紙 製 や プラ スチ ッ ク 製 の も る の 
る あり ます が , どれ で も よい か ら 入 れ て 
や り ま す 。 さ ら に えさ 入れ と 飲 水 器 、 そ 
れ に 青 業 を 入れ る 業 差 し と 、 上 貝 が ら を 入 
れる ボレー 入れ を で な えま す 。 


えさ は 小鳥 屋 で 売っ て いる 配合 えさ を 
入れ て や り , 皮 つ き で も 、 むき え で も よ 
い の で す が , 小鳥 は 皮 つ き の ほ う を 好む 
も の が 多い よう で す 。 青 菜 類 は 、 小 松藤 


が いち ば ん よい と され て いま す が , レタ 


スス 。 キャ ペ ツ 40 コ で ベ な ど と で や さ し あ が 
あり ませ ん 。 与え る と き に は よく 水 で 
裏表 紙 説 明 


サラ ブレ ッ ド 北海 道 韻 川 牧 電 

ウマ 家畜 子ども の ころ の 竹馬 騎 
兵 さ ん まち が っ て 踏み つけ た 馬 ふ ん の 
記憶 講 力 遠く に 聞こ える いな な き の 
声 暖か い 白い 中 後ろ に まわ る と 蹴 ら 


ウゥ ウマ が みん な の 生活 に 関係 あっ た の 

は 、 人 荷 馬 車 の 時 代 一 一 道 に 馬 ふ ん が か わ 
まち も 

いて いた 。 東京 で も , 街 の と ころ どこ ろ 

















洗い 、 ひな を 育て て いる と き 以 外 は 。 1 
週 に 1 2 回 も 与え れ ば よい で し ょ う 。』 
ボレー 粉 は ボレー 入れ に 3 分 の 1 ほど 入 
れ , 1 週 に 1 度 ほ ど 占 いも る の を 捨て て , 
新しい も ゃ の を 入れ て や り ま す 
② 営 巣 か ら 育 名 

準備 が で きた と ころ で 、 好 み の 種 類 の 
雌雄 を 入れ て や り ま す 、 ジ ュ ウ シマ ツ 
は 、 生後 3 か 月 で 巣 引き が 可能 で すか 
ら , その ころ の カッ プル を 用 意 す れ ば よ 
いで し ょ う 。10 日 も すれ ば 新居 に も なれ 
る の で 、 営 巣 産卵 を うな が す た め に 発情 
仙 と し て ,、 ふつ う の え さ の ほか に 要 玉 を 
別 の ボレー 入れ に 3 分 の 1 ほど 入れ , 毎 
日 生え ます 。 同 時 に 巣 草 を 少し ずつ 庭 箱 
の 中 に 入れ て や る と , 雄 が 数 本 ずつ を 口 
こく わ え て 巣 に 運び こみ 、 数 日 で お ち つ 
いた 巣 を つく り ま す 

玉 を 食べ 始め て か ら 7 て 10 日 も する 
と 、 雌 は 毎日 1 個 ず つ 産 卵 を 始め 、 5 、 
6 卵 を 生み ます 。 産 卵 3 、 4 個 め あたり 
か ら 抱 卵 を 開始 し ます の で 、 4 、 
生ん だ ころ か ら は 粟 玉 の 給 必 を 中 止 し ま 
す 。 い つま で も 栗 玉 を 与え て いる と , 駿 
に 追い 盛り が き て お ち つ いて 抱卵 を し な 
く な り 、 卵 を 落と し た り 、 中止 卵 ( 卵 の 
人 

7 な り 5( し 3 計 :9 

た 
ょ に 抱卵 を し ます 。 抱 卵 期間 は 14 日 半 
で 、 ひ な が か えっ た ら 直 ち に 粟 玉 と 青菜 
を 毎日 生え まし ょ う 

調 化 後 3 週間 か ら 1 か 月 の 間 に ひ な は 
巣 y ち を し ます が 、 そ れ ま で 両親 は 協力 
し て ひな を 育て ます 。 巣立ち を する と , 
親 は そろ そろ 次 の 産卵 が 始ま る の で , そ 
の 後 10 日 ほど 親 鳥 と いっ し ょ に し て か ら 
ひな を 別 の か ご に 移す と よい で し ょ う 
分 離し た 後 , 1 か 月 ぐら い 栗 玉 を 続け て 
える と よい 鳥 が で き あ が り ま す 。 巣 引 
き 中 は 寿 箱 の 移動 を し な いよ うに 、 1 か 
所 に 静か に 置い た まま ,、 お ち つ か せる こ 
と が 必要 で す 。 画 (小鳥 の 病院 院長 ) 


5 罰 を 


に ウマ の 水飲み 場 が し つら えて あっ た 
自動 車 が ひし めく 以前 の , 遠い むか し の 
人 方 さん が 、 夏 の 木陰 で か い 

ま を や っ て いた 。 村 で は 車 を 引い た り 、 
田 で スキ を 引い て いた 

この ご ろ ウ マ を 見 な く な っ た 
競馬 場 の も ちの に な っ て し まっ た 
年 に は 延べ 1220 万 人 が ウマ を 見 に 競馬 場 
へ いっ た 。 競 馬場 以外 で 見 る ウマ は 、 野 
性 みあ ふれ る クー ル ・ ガ イ 。 画 


こと 一 一, 


ウマ は 
昭 和 45 








ご 





愛育 の 記 三 募集 中 | : 


た の し い 動 物 の お 話 を 一 一 
か わい い ベ ッ ト の お 話 を 一 一 
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ギャ ラリ ー 


泰 西 王 供 騎 議 図 


燃え る よう に 灯 く 金地 を 背景 に 、 回 教 と キリ スト 教 の 騎士 の 戦闘 を 描き 出 
し た 四面 記 風 の 部 分 で ある 。 この 辰 風 は 、 四面 の 左右 二 面 ずつ に , それ ぞ れ 
二 に 乗っ て 剣 を か ざす 西 史 と イス ラム の 騎士 の 姿 を 向かい 合わ せ に 描い て い 
る が , ここ に 掲げ た の は 、 その 右端 、 華 毛 の 馬 に また が り , 緑 と 赤 の 地 に 宝 
石 を ちり ば め た 村 を 持つ イ スラ ム の 騎士 の 部 分 で ある 。 戦闘 図 と は いい な が 
8 季 な まぐ さい 飼 半 気 は 少 し も 見 られ ず 、 こ こ に 登場 する 騎士 た ち は , 区 
や か な 表 姜 に 身 を 固め , 見 得 を 切る よう に ぐっ と 身構え て , 舞 全 の 化 形 役者 
の よう に 記 爽 と し て いる 。 馬 の 方 も , , それ に ふさ わし く , 夫 色 の 潜 覆 い に 金 
の あぶ み と い う 美 々 し い 飾り で 、 前 朋 を 員 上 げ 、 ダイ ナミ ッ ク な 美 し さ を 見 
せる 。 この 馬 は わずか に 斜め 後ろ の 方 か ら 眺め られ た か た ち で , 短縮 法 や 陰 
影 に よる 肉 付 け も 用 いら れ て いる が ,、 この よう な 「 西 欧 的 」 な 写実 表現 も , 
当時 の 人 びと に は 目新し いる ゃ の で あっ た ろう 。 この 愛華 な 故 風 絵 に 、 桃山 の 
人 びと は , 遠い 異 団 へ の 芋 導 な 夢 と 福 れ を 六 っ た の か も し れ な い 。 

この 故 風 で は 、 バ ッ ク の 金地 が 一 部 制 落し て いる 部 分 が あっ て , その 下 に 
朱 を 引い て あっ た こと が わか る が , 朱 の 下塗り の 上 に 金 を 重ね る こ の 手法 
は 、 金地 の 煙 き を 増し て 閑 飾 的 効果 を いっ そう 高め る 。 有 奪 な 色彩 に 壮大 な 
夢 を 託し た 時 代 が 、 わ が 国 に も ああ っ た の で ある 。 画 (高階 秀 個 ) 
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第 1 号 一 第 64 号 (概説 ・ 路 乳 類 ) の お も な 内 容 @ 数 字 は 号 数 白き 数 字 は 既 名 


概説 1 生態 学 , 自然 保護 ゆ 食 肉 目 ジェ ネッ ト , カワ ウソ ⑮ 偶 路 目 バー バリ シー プ 、 ア イベ ックス 
@ の 概説 I 動物 分 類 学 , 生物 学 的 環境 ⑳ 食 肉 目 スカ ンク , アナ グマ @⑯ 偶 踏 目 ヤギ . カモ シカ 

@ 吉 長 朋 ゴリ ラ 人 @ 食 肉 目 テン , クロ テン @⑧ 偶 路 目 ガゼル , イン パラ 

@⑳ 避 長 用 チン パン ジー, オラ ン ウ ー タ ン ゆ 食 肉 目 ミン ク , イタ チ @ 偶 路 目 ブラッ ク バ ッ ク 、 ヌ ー 

⑯ 境 長 月 テ ナ ガ ザル , オナ ガザ ル 人 ゆ 食 肉 目 パン ダ , アラ イグ マ 人 ⑲ 偶 路 目 ロー ン ア ン テ ロ ー プ , ダイ カー 
⑯ 吉 長 用 カニ クイ ザル , ヒヒ ⑳ 食 肉 目 マレー グマ , ホッ キョ ク グ マ 人 ⑥ 偶 踏 目 バイ ソン . アフ リカ スイ ギュ ウ 
@ 震 長 用 キヌ ザル , オマ キザ ル ⑱ 食 肉 目 ヒグマ, ツキ ノワ グマ ⑤ 偶 路 目 ウシ .、 スイ ギュ ウ 

@ 圭 長 朋 メガ ネ ザ ル , キツ ネ ザ ル , アイ アイ ゆり 食肉 目 ( 家 犬 ) イヌ 概説 、 音 導 犬 , 警察 大 ⑤ 偶 踏 目 イラ ンド , ブッ シュ バッ ク 
食 虫 朋 ツ パ イ , モグ ラ , ハリ ネズ ミ ぷ 食 肉 目 ( 猟 大 ) グレ ー ハ ウン ド , セッ ター 偶 路 目 キリン , オカ ピ , ノロ ジ カ 

⑩ 思 手 目 , 皮 細 目 ) コウ モリ . ヒ ヨ ケ ザル 人 ゆ 9 食肉 目 (番犬 ) 日 本 犬 , セン トバ ー ナ ー ド ⑤ 偶 路 目 トナ カイ , ヘラ ジ カ 

⑩ 培 歯 目 ヤマ アラ シ , チン チラ , ミズ ブタ や 食肉 目 ( 愛 玩 犬 ) スピ ッ ツ , チワ ワ 人 ⑤ 偶 踏 目 アカ シカ , マメ ジ カ 

ゆ 培 歯 目 トピ ビ ネズミ, ヤマ ネ 人 9 食肉 目 ( 野 生 犬 ) ディ ン ゴ , リカ オン ⑥ 偶 踏 目 ラク ダ , ラマ 

⑯ 表 歯 目 家 ネ ズミ , 野 ネ ズミ 食肉 目 キツネ, ホッ キョ クギ ツネ ⑤ 偶 踏 目 カバ ,. ペッ カリ ー 

@ 表 歯 月 レミ ング , ビー バー, ハム スタ ー 人 U 食 肉 目 オオ カミ , コ ヨ テ 人 ⑤ 偶 踏 目 イノシシ, ブタ 

⑮ 培 歯 目 リス , ムササビ 人 ゆ 食 肉 目 アザ ラ シ ⑯% 貧 歯 目 , 有 鱗 目 , 管 歯 月 アリ クイ ほか 
⑮ 閣 歯 目 ウサ ギ 仙人 食肉 目 セイ ウチ , オッ ト セ イ , トド @9 海 牛 目 , 航 目 ジュ ゴン , ナガ スク ジラ 
ゆめ 食肉 目 チー ター, ライ オン ⑳ 奇 路 目 サイ, バク ⑥ 鯨 目 イル カカ , マッ コウ クジ ラ 
食肉 目 トラ ⑳⑪ 奇 路 目 ウマ 概説 @⑥⑫ 有 袋 目 カン ガル ー, コア ラ 

⑱ 食 肉 目 ヒョウ , ジャ ガー ④⑪ 奇 踏 用 サラブレッド, ポニ ー @⑯3 有 袋 目 バン ディ クー ト , フク ロ ネ コ 
@⑳ 食 肉 目 ピュ ー マ , ヤマ ネコ ⑬ 奇 路 目 ロバ, ラバ 。 シマ ウマ @⑯ 単 孔 目 カモ ノ ハ シ , ハリ モグ ラ 

⑳⑱ 食 肉 目 イエ ネコ @⑬ 岩 旬 目 , 長 鼻 目 ) イワ ダ ヌ キ , ゾウ 以下 ⑮ 一 ⑳ 鳥類  ⑳ー⑯ 両生 類 . 麻 虫 類 
ゆ 食 肉 目 ハイエナ, マン グー ス ⑭ 偶 路 目 ヒツジ ⑯ 一 ⑯ 人 魚類 介 一 ⑳) 昆虫 類 , 甲殻 類 











東 京 大 阪 


世界 動物 百科 造 40 昭和 26 年 12 月 12 昌 発行 (毎日 曜日 発行 ) 編集 ・ 発 行人 大 田 信男 発行 所 朝日 新聞 社 を 店 下 明 中 版 天 定価 220 円 





サラ ブレ ッ ド 説明 30 ペ ー ジ 


雑誌 0632 一 12/12 


ail 
GH 


